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(57)【要約】
　ワイヤレス通信ネットワークにおける複数のセルのう
ちの少なくともいくつかによって周期的に送信されるポ
ジショニング信号でポジショニング測定を行うためにモ
バイルデバイスを支援するための方法は、モバイルデバ
イスの推定される位置を決定することと、モバイルデバ
イスの推定される位置に基づいて複数のセルの候補セル
の第１のセットを決定することとを含む。方法はまた、
第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞ
れのポジショニング信号の予期される干渉を推定するこ
とと、推定された予期される干渉に基づいて候補セルの
第１のセットからセルのサブセットを選択することとを
含む。セルの選択されたサブセットを識別する支援デー
タは、生成され、モバイルデバイスに送られる。
【選択図】図２Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信ネットワークにおける複数のセルのうちの少なくともいくつかによって
周期的に送信されるポジショニング信号でポジショニング測定を行うためにモバイルデバ
イスを支援するための方法であって、
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定することと、
　前記モバイルデバイスの前推定される位置に基づいて、前記ワイヤレス通信ネットワー
クにおける前記複数のセルの候補セルの第１のセットを決定することと、
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
予期される干渉を推定することと、
　前記推定された予期される干渉に基づいて、候補セルの前記第１のセットからセルのサ
ブセットを選択することと、
　セルの前記選択されたサブセットを識別する支援データを生成することと、
　前記生成された支援データを前記モバイルデバイスに送ることと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定することは、
　前記複数のセルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定
することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を前記サービングセルの中心に設定するこ
とと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を決定することは、
　前記サービングセルに含まれる基地局の最大のアンテナ範囲を、前記基地局の相対的な
パワーレベルにしたがってスケーリングすることと、
　前記スケーリングされた最大のアンテナ範囲に基づいて、前記モバイルデバイスの前記
推定される位置を前記サービングセルの中心に設定することと、
　をさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を決定することは、前記複数のセルのうち
の少なくともいくつかに含まれる各基地局の相対的なパワーレベルに基づく、請求項１に
記載の方法。
【請求項５】
　候補セルの前記第１のセットを決定することは、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置と前記複数のセルのうちの少なくともいく
つかに含まれる各基地局との間の距離がしきい値距離内であるか、および前記モバイルデ
バイスの前記推定される位置が前記それぞれの基地局の最大のアンテナ範囲内であるかを
決定することと、そうである場合、
　前記それぞれのセルを候補セルの前記第１のセットに追加することと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定することは、前記候補セル内の様々なロケーションに関連付け
られる複数のサービングパワーレベルでのしきい値感度を推定することを含む、請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定することは、
　前記候補セルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定す
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ることと、
　前記サービングセルによって送信される前記ポジショニング信号の送信周波数を決定す
ることと、
　しきい値感度を、前記サービングセルの送信周波数と同じである前記送信周波数を有す
る前記第１のセットの各候補セルについての前記サービングセルのパワーレベルより低く
設定することと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　候補セルの前記第１のセットからセルの前記サブセットを選択することは、
　各それぞれの候補セルの前記推定された干渉に基づいて、各候補セル内の複数のロケー
ションでのリンクマージンを推定することと、
　前記推定されたリンクマージンに応答して、各候補セルについて前記ポジショニング信
号の利用可能性の確率を推定することと、
　各候補セルについて、前記ポジショニング信号の曖昧性の確率を推定することと、
　利用可能性の前記推定された確率および曖昧性の前記推定された確率に基づいて、前記
第１のセットにおける各候補セルをスコアリングすることと、
　最高のスコアを有する、前記第１のセットからのそれら候補セルを、セルの前記サブセ
ットに追加することと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレス通信ネットワークにおける複数のセルのうちの少なくともいくつかによって
周期的に送信されるポジショニング信号でポジショニング測定を行うためにモバイルデバ
イスを支援するために記憶されたプログラムコードを含む非一時的コンピュータ可読媒体
であって、前記プログラムコードは、
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置に基づいて、前記ワイヤレス通信ネットワ
ークにおける前記複数のセルの候補セルの第１のセットを決定することと、
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
予期される干渉を推定することと、
　前記推定された予期される干渉に基づいて、候補セルの前記第１のセットからセルのサ
ブセットを選択することと、
　セルの前記選択されたサブセットを識別する支援データを生成することと、
　前記生成された支援データを前記モバイルデバイスに送ることと、
　を行うための命令を備える、媒体。
【請求項１０】
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定するための前記命令は、
　前記複数のセルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定
することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を前記サービングセルの中心に設定するこ
とと、
　前記サービングセルに含まれる基地局の最大のアンテナ範囲を、前記基地局の相対的な
パワーレベルにしたがってスケーリングすることと、
　前記スケーリングされた最大のアンテナ範囲に基づいて、前記モバイルデバイスの前記
推定される位置を前記サービングセルの中心に設定することと、
　を行うための命令を含む、請求項９に記載の媒体。
【請求項１１】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、前記候補セル内の様々なロケーション
に関連付けられる複数のサービングパワーレベルでのしきい値感度を推定するための命令
を含む、請求項９に記載の媒体。
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【請求項１２】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、
　前記候補セルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定す
ることと、
　前記サービングセルによって送信される前記ポジショニング信号の送信周波数を決定す
ることと、
　しきい値感度を、前記サービングセルの送信周波数と同じである前記送信周波数を有す
る前記第１のセットの各候補セルについての前記サービングセルのパワーレベルより低く
設定することと、
　を行うための命令を含む、請求項９に記載の媒体。
【請求項１３】
　候補セルの前記第１のセットからセルの前記サブセットを選択するための前記命令は、
　各それぞれの候補セルの前記推定された干渉に基づいて、各候補セル内で複数のロケー
ションでのリンクマージンを推定することと、
　前記推定されたリンクマージンに応答して、各候補セルについて前記ポジショニング信
号の利用可能性の確率を推定することと、
　各候補セルについて、前記ポジショニング信号の曖昧性の確率を推定することと、
　利用可能性の前記推定された確率および曖昧性の前記推定された確率に基づいて、前記
第１のセットにおける各候補セルをスコアリングすることと、
　最高のスコアを有する、前記第１のセットからのそれら候補セルを、セルの前記サブセ
ットに追加することと、
　を行うための命令を含む、請求項９に記載の媒体。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信ネットワークにおける複数のセルのうちの少なくともいくつかによって
周期的に送信されるポジショニング信号でポジショニング測定を行うためにモバイルデバ
イスを支援するための装置であって、
　プログラムコードを記憶するように適合されたメモリと、
　前記メモリに結合された処理ユニットと、
　を備え、前記処理ユニットは、前記装置に、
　　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定することと、
　　前記モバイルデバイスの前記推定される位置に基づいて、前記ワイヤレス通信ネット
ワークにおける前記複数のセルの候補セルの第１のセットを決定することと、
　　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号
の予期される干渉を推定することと、
　　前記推定された予期される干渉に基づいて、候補セルの前記第１のセットからセルの
サブセットを選択することと、
　セルの前記選択されたサブセットを識別する支援データを生成することと、
　前記生成された支援データを前記モバイルデバイスに送ることと、
　を行うように指示する前記プログラムコードに含まれる命令をアクセスおよび実行する
、装置。
【請求項１５】
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定するための前記命令は、
　前記複数のセルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定
することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を前記サービングセルの中心に設定するこ
とと、
　前記サービングセルに含まれる基地局の最大のアンテナ範囲を、前記基地局の相対的な
パワーレベルにしたがってスケーリングすることと、
　前記スケーリングされた最大のアンテナ範囲に基づいて、前記モバイルデバイスの前記



(5) JP 2018-502276 A 2018.1.25

10

20

30

40

50

推定される位置を前記サービングセルの中心に設定することと、
　を行うための命令を含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を決定することは、前記複数のセルのうち
の少なくともいくつかに含まれる各基地局の相対的なパワーレベルに基づく、請求項１４
に記載の装置。
【請求項１７】
　候補セルの前記第１のセットを決定するための前記命令は、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置と前記複数のセルのうちの少なくともいく
つかに含まれる各基地局との間の距離がしきい値距離内であるか、および前記モバイルデ
バイスの前記推定される位置が前記それぞれの基地局の最大のアンテナ範囲内であるかを
決定することと、そうである場合、
　前記それぞれのセルを候補セルの前記第１のセットに追加することと、
　を行うための命令を含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項１８】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、前記候補セル内の様々なロケーション
に関連付けられる複数のサービングパワーレベルでのしきい値感度を推定するための命令
を含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項１９】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、
　前記候補セルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定す
ることと、
　前記サービングセルによって送信される前記ポジショニング信号の送信周波数を決定す
ることと、
　しきい値感度を、前記サービングセルの送信周波数と同じである前記送信周波数を有す
る前記第１のセットの各候補セルについての前記サービングセルのパワーレベルより低く
設定することと、
　を行うための命令を含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項２０】
　候補セルの前記第１のセットからセルの前記サブセットを選択するための前記命令は、
　各それぞれの候補セルの前記推定された干渉に基づいて、各候補セル内の複数のロケー
ションでのリンクマージンを推定することと、
　前記推定されたリンクマージンに応答して、各候補セルについて前記ポジショニング信
号の利用可能性の確率を推定することと、
　各候補セルについて、前記ポジショニング信号の曖昧性の確率を推定することと、
　利用可能性の前記推定された確率および曖昧性の前記推定された確率に基づいて、前記
第１のセットにおける各候補セルをスコアリングすることと、
　最高のスコアを有する、前記第１のセットからのそれら候補セルを、セルの前記サブセ
ットに追加することと、
　を行うための命令を含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項２１】
　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ワイヤレス通信システムとともに使用するた
めのロケーションサーバであって、
　プログラムコードを記憶するように適合されたメモリと、
　前記メモリに結合された処理ユニットと、
　を備え、前記処理ユニットは、前記ロケーションサーバに、
　　前記ＬＴＥワイヤレス通信システムに含まれる複数のセルのうちのサービングセルを
介して、前記モバイルデバイスから支援データの要求を受信することと、ここにおいて、
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前記複数のセルの各セルは、前記ＬＴＥワイヤレス通信システム内でのモバイルデバイス
の観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）ポジショニングのためにポジション基準信号（ＰＲＳ）
を周期的に送信するように構成され、
　　支援データの前記要求を受信することに応答して、前記モバイルデバイスの推定され
る位置を決定することと、
　　前記モバイルデバイスの前記推定される位置に基づいて、前記ＬＴＥワイヤレス通信
ネットワークにおける前記複数のセルのうち、候補セルの第１のセットを決定することと
、
　　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジション基準信号
の予期される干渉を推定することと、
　前記推定された予期される干渉に基づいて、候補セルの前記第１のセットからセルのサ
ブセットを選択することと、
　セルの前記選択されたサブセットに含まれる各セルについての物理セルＩＤ（ＰＣＩ）
を含む前記支援データを生成することと、
　前記生成された支援データを前記モバイルデバイスに送ることと、
　を行うように指示する前記プログラムコードに含まれる命令をアクセスおよび実行する
、ロケーションサーバ。
【請求項２２】
　前記ロケーションサーバの前記処理ユニットは、
　各それぞれの候補セルの前記推定された干渉に基づいて、各候補セル内の複数のロケー
ションでのリンクマージンを推定することと、
　前記推定されたリンクマージンに応答して、各候補セルについて前記ポジション基準信
号の利用可能性の確率を推定することと、
　各候補セルについて、前記ポジション基準信号の曖昧性の確率を推定することと、
　利用可能性の前記推定された確率および曖昧性の前記推定された確率に基づいて、前記
第１のセットにおける各候補セルをスコアリングすることと、
　最高のスコアを有する、前記第１のセットからのそれら候補セルを、セルの前記サブセ
ットに追加することと、
　を行うようにさらに構成される、請求項２１に記載のロケーションサーバ。
【請求項２３】
　候補セルの前記第１のセットを決定するための前記命令は、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置と前記複数のセルのうちの少なくともいく
つかに含まれる各基地局との間の距離がしきい値距離内であるか、および前記モバイルデ
バイスの前記推定される位置が前記それぞれの基地局の最大のアンテナ範囲内であるかを
決定することと、そうである場合、
　前記それぞれのセルを候補セルの前記第１のセットに追加することと、
　を行うための命令を含む、請求項２１に記載のロケーションサーバ。
【請求項２４】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジション基準信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、前記候補セル内の様々なロケーション
に関連付けられる複数のサービングパワーレベルでのしきい値感度を推定するための命令
を含む、請求項２１に記載のロケーションサーバ。
【請求項２５】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジション基準信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、
　前記候補セルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定す
ることと、
　前記サービングセルによって送信される前記ポジション基準信号の送信周波数を決定す
ることと、
　前記しきい値感度を、前記サービングセルの送信周波数と同じである前記送信周波数を
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有する前記第１のセットの各候補セルについての前記サービングセルのパワーレベルより
低く設定することと、
　を行うための命令を含む、請求項２１に記載のロケーションサーバ。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　本出願は、参照により本明細書に組み込まれる、「ASSISTANCE DATA CELL SELECTION B
ASED ON INTERFERENCE ESTIMATES IN A WIRELESS COMMUNICATIONS SYSTEM」と題する２０
１４年１０月２８日に出願された米国特許出願第１４／５２６，１６９号からの優先権の
利益を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　本願開示は一般的に、モバイル通信に関し、具体的には、モバイル通信ネットワークに
おけるワイヤレスモバイル局（wireless mobile station）の位置を決定するために使用
される支援データの生成に関するが、これに限らない。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　例えば、セルラ電話のような、モバイル局の位置は、様々なシステムから集め
られる情報に基づいて推定され得る。そのようなシステムの１つは、全世界測位システム
（ＧＰＳ）を備えることができ、それは、衛星測位システム（ＳＰＳ）の１つの例である
。ＧＰＳのようなＳＰＳシステムは、地球を周回する多数のスペースビークル（ＳＶ：sp
ace vehicles）を備え得る。モバイル局の位置を推定するための基礎（basis）を提供し
得るシステムの別の例は、多くのモバイル局のための通信をサポートするための多くの空
中および／または地上基地局を備えるセルラ通信システムである。
【０００４】
　[0004]　位置「フィックス」とも称され得る、モバイル局のための位置推定は、モバイ
ル局から１つ以上の送信機への距離または範囲に少なくとも部分的に基づいて、および１
つ以上の送信機のロケーションにも少なくとも部分的に基づいて取得され得る。そのよう
な送信機は、例えば、ＳＰＳの場合においてＳＶを備えることができ、および／またはセ
ルラ通信システムの場合において地上基地局を備え得る。送信機までの範囲は、送信機に
よって送信され、モバイル局で受信される信号に基づいて推定され得る。送信機のロケー
ションは、少なくともいくつかの場合において、送信機のアイデンティティに基づいて確
定されることができ、送信機のアイデンティティは、送信機から受信される信号から確定
され得る。
【０００５】
　[0005]　符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）デジタルセルラネットワークにおいて、位置ロ
ケーション能力（position location capability）は、高度順方向リンク三辺測量（Adva
nced Forward Link Trilateration）（ＡＦＬＴ）によって提供されることができる。広
帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびロングタームエボリューション
（ＬＴＥ（登録商標））ネットワークにおいて、位置ロケーション能力は、観測到着時間
差（Observed Time Difference Of Arrival）（ＯＴＤＯＡ）によって提供される。これ
らの技法は、基地局からの無線信号の、モバイル局（ＭＳ）の測定した到着時間から、モ
バイル局のロケーションを算出する。より高度な技法は、ハイブリット位置ロケーション
（hybrid position location）であり、ここでモバイル局は、全世界測位システム（ＧＰ
Ｓ）受信機を用い、位置は、ＡＦＬＴ（またはＯＴＤＯＡ）およびＧＰＳ測定値の両方に
基づいて算出される。
【０００６】
　[0006]　ＬＴＥ　ＯＴＤＯＡポジショニング技術は、ＯＴＤＯＡ位置フィックスを計算
するために各隣接セルからの到着時間（Time Of Arrival）（ＴＯＡ）を測定するために
ポジション基準信号（ＰＲＳ）を使用する。ＯＴＤＯＡ位置フィックスの精度は、個別の
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ＰＲＳ測定値および測定された隣接セルの数の精度に基づく。サービングセルおよび隣接
セルからのＰＲＳ信号を測定することを可能にするために、ユーザ機器（ＵＥ）、または
モバイルデバイスは、支援データ要求（Assistant Data Request）をＯＴＤＯＡシステム
サーバに送る。サーバは次に、ひとそろい（suite）のセルの情報（例えば、ＢＳＡおよ
びタイミングｉｎｆｏ）をＵＥに送ることとなる。通常、単一の周波数上のＵＥのために
、サーバは、１個のサービングセルプラス２４個までの隣接セルの情報を送ることができ
る。いくつかの従来のロケーションサーバシステムは、ＯＴＤＯＡ支援データに含められ
るべき隣接セルを選択するための極めて基本的なロジック（fairly rudimentary logic）
を含む。例えば、いくつかのシステムは、ＵＥのプレフィックス位置（pre-fix position
）を使用し、ある特定の距離（例えば５０ｋｍ）内のすべての隣接セルを見つけ、リスト
において最初に現れるセルであればどんなものでも選択する。
【０００７】
　[0007]　しかしながら、ＬＴＥにおけるＰＲＳパターンおよびキャリアのサイト計画の
ため、選択された隣接セルの中で、それらのうちのいくつかが、それらにＯＴＤＯＡポジ
ショニングのためにほとんど選択させないサービングセルへのまたはサービングセルから
の強い干渉を有することとなるという十分な可能性がある。
【発明の概要】
【０００８】
　[0008]　よって、本開示の実施形態は、モバイルデバイスが存在する可能性があるサー
ビングカバレッジエリアが与えられると、モバイルデバイスによって見られる（seen）可
能性が最も高いセルを選択するために、支援データの生成においてアプリオリな（aprior
i）干渉推定を利用することを含む。
【０００９】
　[0009]　例えば、本開示の１つの態様によると、ワイヤレス通信ネットワークにおいて
ポジショニング測定を実行するためにモバイルデバイスを支援するための方法は、モバイ
ルデバイスの推定される位置を決定することと、次に、モバイルデバイスの推定される位
置に基づいて、ワイヤレス通信ネットワークにおける候補セルの第１のセットを決定する
こととを含む。方法はまた、第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれの
ポジショニング信号の予期される干渉を推定することと、次に、推定された予期される干
渉に基づいて、候補セルの第１のセットからセルのサブセットを選択することとを含む。
次に、セルのサブセットを識別する支援データは、生成され、モバイルデバイスに送られ
る。
【００１０】
　[0010]　本開示の別の態様にしたがって、非一時的コンピュータ可読媒体は、ワイヤレ
ス通信ネットワークによって送信されるポジショニング信号でポジショニング測定を行う
ためにモバイルデバイスを支援するために記憶されたプログラムコードを含む。プログラ
ムコードは、モバイルデバイスの推定される位置を決定し、それに応答して、複数のセル
のうちの候補セルの第１のセットを決定するための命令を含む。さらに、第１のセットの
各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の予期される干渉を推定
し、次に、推定された予期される干渉に基づいて候補セルの第１のセットからセルのサブ
セットを選択するための命令が含まれる。命令は、次に、セルの選択されたサブセットを
識別する支援データを生成することと、生成された支援データをモバイルデバイスに送る
こととを含む。
【００１１】
　[0011]　ロケーションサーバのような装置は、本開示の別の態様において提供される。
装置は、ワイヤレス通信ネットワークにおいて、ポジショニング測定を行うためにモバイ
ルデバイスを支援するためのプログラムコードを記憶するように適合されたメモリを含む
。プログラムコードに含まれる命令が、装置に含まれる処理ユニットによって実行される
とき、装置は、モバイルデバイスの推定される位置を決定し、次に、モバイルデバイスの
推定される位置に基づいて、ワイヤレス通信ネットワークにおける複数のセルのうちの候
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補セルの第１のセットを決定するように構成される。装置はさらに、第１のセットの各候
補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の予期される干渉を推定し、
推定された予期される干渉に基づいて、候補セルの第１のセットからセルのサブセットを
選択するように構成される。装置は、次に、選択されたセルのサブセットを識別する支援
データを生成し、生成された支援データをモバイルデバイスに送る。
【００１２】
　[0012]　本開示のさらなる態様において、複数のセルを含むロングタームエボリューシ
ョン（ＬＴＥ）ワイヤレス通信システムとともに使用されるべきであるロケーションサー
バが提供される。セルは、ＬＴＥワイヤレス通信システム内でモバイルデバイスの観測到
着時間差（ＯＴＤＯＡ）ポジショニングのためにポジション基準信号（ＰＲＳ）を周期的
に送信するように構成される。ロケーションサーバは、複数のセルのうちのサービングセ
ルを介してモバイルデバイスから支援データの要求を受信するように構成される。ロケー
ションサーバは、次に、支援データの要求を受信することに応答して、モバイルデバイス
の推定される位置と、モバイルデバイスの推定される位置に基づいて候補セルの第１のセ
ットとを決定する。ロケーションサーバはまた、第１のセットの各候補セルによって送信
される各それぞれのポジショニング信号の予期される干渉を推定し、推定された予期され
る干渉に基づいて、候補セルの第１のセットからセルのサブセットを選択するように構成
される。ロケーションサーバは、次に、選択されたセルのサブセットに含まれる各セルに
ついての物理セルＩＤ（ＰＣＩ）を含む支援データを生成し、生成された支援データをモ
バイルデバイスに送る。
【００１３】
　[0013]　本開示の非限定的かつ非網羅的な実施形態が、以下の図を参照して説明され、
ここにおいて、同様の参照番号は、別途特定されない限り、様々なビュー全体を通して同
様の部分を指す。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、例示的なワイヤレス通信システムの機能ブロック図である。
【図２Ａ】図２Ａは、ワイヤレス通信システムにおいてポジショニング測定を行うために
モバイルデバイスを支援する処理を例示するフローチャートである。
【図２Ｂ】図２Ｂは、図２Ａの処理のさらなる詳細を例示するフローチャートである。
【図２Ｃ】図２Ｃは、ワイヤレス通信システムにおいてモバイルデバイスの推定される位
置を決定する処理を例示するフローチャートである。
【図２Ｄ】図２Ｄは、ワイヤレス通信システムにおいてポジショニング信号について予期
される干渉を推定する処理を例示するフローチャートである。
【図３】図３は、例示的なモバイル局の機能ブロック図である。
【図４】図４は、ロケーションサーバの機能ブロック図である。
【詳細な説明】
【００１５】
　[0021]　本明細書の全体にわたる「１つの実施形態」、「実施形態」、「１つの例」、
または「例」への参照は、その実施形態または例に関連して説明される特定の特徴、構成
、または特性が、本開示の少なくとも１つの実施形態に含まれることを意味する。よって
本明細書の全体にわたる様々な箇所における「１つの実施形態において」または「実施形
態において」という句の出現は、必ずしもすべて同じ実施形態を指すわけではない。さら
に、特定の特徴、構造、または特性は、１つ以上の実施形態において任意の適切な方法で
組み合わされ得る。本明細書に説明される任意の例または実施形態は、他の例または実施
形態より有利、または好まれると解釈されるべきではない。
【００１６】
　[0022]　図１は、１つ以上の実施形態にしたがって、例示的なワイヤレス通信システム
３０を例示する。示されているように、システム３０は、セル４２のネットワーク、ネッ
トワーク３４、ロケーションサーバ４６、および１つ以上のワイヤレスデバイス３６を含
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む。セル４２およびネットワーク３４は、モバイルデバイス３６が公衆交換電話網（ＰＳ
ＴＮ）またはインターネットのような、１つ以上の外部のネットワーク（示されていない
）にアクセスすることを可能にする。
【００１７】
　[0023]　各セル４２は、少なくとも１つの基地局４０を含む。複数の基地局４０は、シ
ステム３０によってサービスされる広域な地理的エリアにわたって地理的に分配される。
各基地局４０は、セル４２と称される、その地理的エリアの１つ以上のそれぞれの部分に
ワイヤレスカバレッジを提供する。このため、モバイルデバイス３６は、複数のセル４２
内または間で移動し、任意の所与の位置で１つ以上の基地局４０と通信し得る。
【００１８】
　[0024]　異なるセル４２は、それらセル４２をサービスする基地局４０によって利用さ
れる最大の送信パワーに依存する異なる公称サイズ（different nominal sizes）を有し
得る。例えば、基地局４０－１は、相対的に大きい最大の送信パワーを有し得、それに応
じて相対的に大きいセル４２－１内でワイヤレスデバイスをサービスし、一方基地局４０
－８は、相対的に小さい最大の送信パワーを有し得、それに応じて相対的に小さいセル４
２－８内でワイヤレスデバイスをサービスする。一般的に、異なるあらかじめ定められた
最大の送信パワーを有する（および、それによって異なる公称サイズのセル４２をサービ
スする）異なる基地局４０は、異なる基地局クラス（例えば、マクロ基地局クラス、マイ
クロ基地局クラス、ピコ基地局クラス、等）に属する。
【００１９】
　[0025]　図１に示されているように、モバイルデバイス３６は、その現在の位置におい
て、モバイルデバイス３６がデータを基地局４０－４と交換するという意味で、基地局４
０－４によってサービスされる。基地局４０－４は、このデータを（サービングセル周波
数と称される）特定の周波数上で、および（サービングセル帯域幅として知られている）
特定の帯域幅にわたって、モバイルデバイス３６に送信する。よって、モバイルデバイス
３６の観点からすると、基地局４０－４は、サービング基地局であり、セル４２－４は、
サービングセルである。サービングセル４２－４に地理的に近接する、またはサービング
セル４２－４と部分的に一致する他のセル４２は、隣接セルと称される。この例では、セ
ル４０－１および４０－５を除いて、示されているすべてのセル４２は、隣接セルである
。
【００２０】
　[0026]　セル４２の各々は、（その基地局４０を介して）ポジショニング信号４４を周
期的に送信する。ポジショニング信号４４は、その信号を送信するセル４２と、ロケーシ
ョンサーバ４６によって提供される支援データの助けで、信号を受信するモバイルデバイ
ス３６との両方に知られているあらかじめ定められた信号である。ポジショニング信号４
４は、サービングセル周波数と同じまたは異なる周波数上でセル４２によって送信され得
る。このような方法でセル４２によって送信されるポジショニング信号４４は、モバイル
デバイス３６のロケーションを決定するためにモバイルデバイス３６によって測定され、
使用されることができる。ポジショニング信号測定は、例えば、モビリティ管理またはモ
バイルデバイス３６の地理的位置を決定することを含む、様々な目的のために使用される
ことができる。
【００２１】
　[0027]　１つの実施形態において、モバイルデバイス３６は、そのような目的を達成す
るためにネットワーク３４上でロケーションサーバ４６と通信し得る。モバイルデバイス
３６とロケーションサーバ４６との間のこの通信は、モバイルデバイス３６とロケーショ
ンサーバ４６との間の１つ以上のトランザクションを含み得る。各トランザクションは、
交換の能力、ポジショニング信号測定を行うためにデバイス３６を支援するためのサーバ
４６からデバイス３６への支援データの転送、またはそれら測定の最終的な目的に関係す
る情報（例えば、モバイルデバイス３６の実際の位置）の転送のような、特定のオペレー
ションに関係する。
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【００２２】
　[0028]　その位置を決定しようと試みるとき、モバイルデバイス３６は、複数の異なる
セル４２から送信されるポジショニング信号４４を測定し得る。これらセル４２のすべて
がサービング周波数にわたってポジショニング信号４４を送信する場合、セル４２は、測
定セッションの間同じ時間で測定され得る。しかし、異なるセル４２が異なる非サービン
グ周波数（different non-serving frequencies）にわたってポジショニング信号を送信
する場合、それらセル４２は、測定セッションの間異なる時間で測定される必要があり得
る。
【００２３】
　[0029]　図２Ａは、ワイヤレス通信システム（例えば、システム３０）においてポジシ
ョニング測定を行うためにモバイルデバイス（例えば、モバイルデバイス３６）を支援す
る処理２００を例示するフローチャートである。１つの態様において、処理２００は、モ
バイルデバイスで利用可能であるＰＲＳ（ポジショニング基準信号）信号（例えば、信号
４４）の尤度（likelihood）を決定する処理である。以下に説明されるように、処理２０
０は、リンクマージン（link margin）を決定するための１つ以上のリンク分析を含み、
ここでこのリンクマージンは、セルアンテナとモバイルアンテナとの間の知られていない
が特徴付け可能な損失（unkown but characterizable losses）のガウス分布を仮定すれ
ば（assuming）、尤度に変換されることができる。次に、利用可能性の尤度は、物理セル
ＩＤ（ＰＣＩ）が曖昧(ambiguous)であるシチュエーションにおいて、曖昧性（ambiguity
）のレベルにしたがって、スケールダウンされる。よって、処理２００は、下記のように
要約され得る：（１）予期される信号強度を決定する；（２）必要に応じて、ノイズフロ
アを増加させるためにサービングセル（および、利用可能であるとき、アクティブセット
の他のメンバ）からの予期される干渉を決定する；および（３）サービングセルカバレッ
ジエリア内の任意の地点での曖昧性の尤度を決定し、それに応じて予期される利用可能性
をスケールダウンする。
【００２４】
　[0030]　図２Ａの例において、処理２００は、処理ブロック２０１で始まり、ここで、
ロケーションサーバは、モバイルデバイスの推定される位置を決定する。１つの態様にお
いて、処理ブロック２１２の位置推定は、ＩＳ－８０１プレフィックスと非常に似ている
方法で処理することができる。例えば、適切なデータが利用可能である範囲で、最初の位
置推定は、以下の３つのカテゴリのうちの１つになることとなる：カテゴリ１、ここでは
、サービングセルのサービングパワーレベルは、知られていない；カテゴリ２、ここでは
、サービングセルのサービングパワーレベルは、知られているが、他のアクティブセルの
サービングパワーレベルは、知られていない；およびカテゴリ３、ここにおいて、サービ
ングセルの、および他のアクティブセルのサービングパワーレベルは、知られている。
【００２５】
　[0031]　モバイルネットワーク内でモバイルデバイスの推定される位置が得られると、
処理２００は、候補セルの第１のセットが決定される処理ブロック２０２に進む。１つの
態様において、候補セルの第１のセットを作ることは、モバイルデバイスの推定される位
置とセルの基地局との間の距離がしきい値距離内であるかを決定することを含む。距離が
しきい値距離内である場合、かつ、モバイルデバイスの推定される位置がそれぞれの基地
局の最大のアンテナ範囲（ＭＡＲ）内である場合、候補セルは、第１のセットに追加され
る。１つの実施形態において、第１のセットにおける候補セルの数は、選択され得るすべ
ての潜在的な送信機をキャプチャするのに十分であるべきであり、通常、最小の距離／Ｍ
ＡＲについて、７５個以上の候補である。１つの例において、第１のセットにおける候補
セルの数が候補のしきい値の数（threshold number）（例えば、７５）より少ない場合、
しきい値距離は、増加されることができる。
【００２６】
　[0032]　次に、処理ブロック２０３において、予期される干渉が推定される。１つの態
様において、予期される干渉は、その推定される位置にあるモバイルデバイスに候補セル
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によって送信されることとなる各それぞれのポジショニング信号の予期される干渉である
。いくつかのワイヤレス通信システムにおいて、ポジショニング信号が送信される別個の
周波数の数は、限定され、よって異なるセルによって送信されるポジショニング信号は、
しばしば、同じ周波数上で送信される。例として、ＬＴＥ　ＯＴＤＯＡポジショニング技
術は、ポジショニング基準信号（ＰＲＳ）を送信するために６個の別個の周波数のみを許
可する。よって、ＰＲＳの送信周波数は、６の周期でそれ自身を繰り返し、それ故にＰＲ
Ｓについて同じ送信周波数（例えば、ＰＣＩ　ＭＯＤ６）を有するセルは、互いに強く干
渉することとなる。したがって、本処理の実施形態は、支援データに含まれるべき隣接セ
ルのより良い選択を可能にするために、異なるセルに対し異なるノイズレベルを設定する
ように、繰り返しのポジショニング信号送信周波数（repeating positioning signal tra
nsmit frequencies）を使用する。
【００２７】
　[0033]　位置推定と同様に、干渉推定は、処理の始めにどのくらい知られているかに依
存する。例えば、適切なデータが利用可能である範囲で、干渉推定は、以下の３つのカテ
ゴリのうちの１つになることとなる：カテゴリ１、ここでは、サービングセルのサービン
グパワーレベルは、知られていない；カテゴリ２、ここでは、サービングセルのサービン
グパワーレベルは、知られているが、他のアクティブセルのサービングパワーレベルは、
知られていない；およびカテゴリ３、ここにおいて、サービングセルの、および他のアク
ティブセルのサービングパワーレベルは、知られている。
【００２８】
　[0034]　次に、処理ブロック２０４において、候補セルのサブセットが、少なくとも、
推定された予期される干渉に基づいて選択される。以下にさらに詳細に説明されるように
、候補セルは、スコアリングされ得、ここで、最高のスコアを持つセルが支援データに追
加され（例えば、処理ブロック２０５）、ポジショニング信号測定において使用するため
にモバイルデバイスに送られる（例えば、処理ブロック２０６）。
【００２９】
　[0035]　図２Ｂは、ワイヤレス通信システムにおいてポジショニング測定を行うために
モバイルデバイスを支援する処理２１０を例示するフローチャートである。処理２１０は
、図２Ａの処理２００の１つの可能なインプリメンテーションである。図２Ｂの特定の例
において、処理２１０は、処理ブロック２１１で始まり、ここで、ロケーションサーバ（
例えば、ロケーションサーバ４６）は、モバイルデバイスから支援データ（ＡＤ）要求を
受信する。次に、処理ブロック２１２において、ロケーションサーバは、モバイルデバイ
スの推定される位置を決定する。１つの態様において、処理ブロック２１２の位置推定は
、ＩＳ－８０１プレフィックスと非常に似ている方法で処理することができる。例えば、
適切なデータが利用可能である範囲で、最初の位置推定は、以下の３つのカテゴリのうち
の１つになることとなる：カテゴリ１、ここでは、サービングセルのサービングパワーレ
ベルは、知られていない；カテゴリ２、ここでは、サービングセルのサービングパワーレ
ベルは、知られているが、他のアクティブセルのサービングパワーレベルは、知られてい
ない；およびカテゴリ３、ここにおいて、サービングセルの、および他のアクティブセル
のサービングパワーレベルは、知られている。
【００３０】
　[0036]　図２Ｃは、ロケーションサーバに利用可能である情報に依存するワイヤレス通
信システムにおいてモバイルデバイスの推定される位置を決定する処理２１２’を例示す
るフローチャートである。処理２１２’は、図２Ｂの処理ブロック２１２の１つの可能な
インプリメンテーションである。図２Ｃに示されているように、処理２１２’は、サービ
ングセルのサービングパワーレベルが知られているかを決定する決定ブロック２１３で始
まり得る。そうでない場合、処理２１２’は、処理ブロック２１４に進む。処理ブロック
２１４は、カテゴリ１最初の位置推定を表し、ここでは、最初の位置は、サービングセル
の地理的中心に設定される。
【００３１】
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　[0037]　しかしながら、決定ブロック２１３において、サービングセルのサービングパ
ワーレベルが実際に知られていると決定する場合、処理２１２’は、他のアクティブセル
のサービングパワーレベルも知られているかを決定するために決定ブロック２１５に進む
。そうでない場合、サービングセルのサービングパワーレベルだけが知られ、処理２１２
’は、カテゴリ２最初の位置推定を始めるために処理ブロック２１６に進む。処理ブロッ
ク２１６において、サービング基地局の推定される最大のアンテナ範囲（例えば、最大の
アンテナ範囲（Maximum Antenna Range）（ＭＡＲ））は、サービングセルの知られてい
る（既知の）相対的なパワーにしたがってスケーリングされる。このスケールダウンされ
たＭＡＲを使用して、処理ブロック２１７は、モバイルデバイスの推定される位置をサー
ビングセルの中心に設定する。
【００３２】
　[0038]　サービングセルのパワーレベルが知られており、かつシステムにおける他のア
クティブセルのパワーレベルが知られている場合、決定ブロック２１５は、処理ブロック
２１８まで進み、それは、カテゴリ３最初の位置推定を表す。処理ブロック２１８におい
て、ロケーションサーバは、サービングセルおよび他のアクティブセルの知られている相
対的なパワーレベルを使用して混合セルセクタ（Mixed Cell Sector）（ＭＣＳ）ソリュ
ーションを行う。１つの実施形態において、ＭＣＳソリューションは、モバイルデバイス
位置の最初の推定を狭くするために複数のセルからのＲＳＲＰ、ＲＳＳＩ、および／また
はＴＡ測定を含む。
【００３３】
　[0039]　ここで図２Ｂに戻ると、モバイルネットワーク内でモバイルデバイスの推定さ
れる位置を得ると、処理２１０は、候補セルの第１のセットが決定される処理ブロック２
２２に進む。１つの態様において、候補セルの第１のセットを作ることは、モバイルデバ
イスの推定される位置とセルの基地局との間の距離がしきい値距離内であるかを決定する
ことを含む。距離がしきい値距離内である場合、かつモバイルデバイスの推定される位置
がそれぞれの基地局の最大のアンテナ範囲（ＭＡＲ）内である場合、候補セルは、第１の
セットに追加される。１つの実施形態において、第１のセットにおける候補セルの数は、
選択され得るすべての潜在的な送信機をキャプチャするのに十分であるべきであり、最小
の距離／ＭＡＲの場合、通常７５個以上の候補である。１つの例において、第１のセット
における候補セルの数が候補のしきい値の数（例えば、７５）未満である場合、しきい値
距離は、増加されることができる。
【００３４】
　[0040]　次に、処理ブロック２３２において、予期される干渉は、推定される。１つの
態様において、予期される干渉は、モバイルデバイスの推定される位置において、モバイ
ルデバイスへ候補セルによって送信されることとなる各それぞれのポジショニング信号の
予期される干渉である。いくつかのワイヤレス通信システムにおいて、ポジショニング信
号が送信される別個の周波数の数は、限定され、よって異なるセルによって送信されるポ
ジショニング信号は、しばしば、同じ周波数上で送信される。例として、ＬＴＥ　ＯＴＤ
ＯＡポジショニング技術は、ポジショニング基準信号（ＰＲＳ）を送信するために６個の
別個の周波数のみを許可する。よって、ＰＲＳの送信周波数は、６の周期でそれ自身を繰
り返し、それ故にＰＲＳについて同じ送信周波数（例えば、ＰＣＩ　ＭＯＤ６）を有する
セルは、互いに強く干渉することとなる。したがって、本処理の実施形態は、支援データ
に含まれるべき隣接セルのより良い選択を可能にするために、異なるセルに対し異なるノ
イズレベルを設定するように、繰り返しのポジショニング信号送信周波数を使用する。
【００３５】
　[0041]　位置推定と同様に、干渉推定は、処理の始めに、どのくらい知られているかに
依存する。例えば、適切なデータが利用可能である範囲で、干渉推定は、以下の３つのカ
テゴリのうちの１つになることとなる：カテゴリ１、ここでは、サービングセルのサービ
ングパワーレベルは、知られていない；カテゴリ２、ここでは、サービングセルのサービ
ングパワーレベルは、知られているが、他のアクティブセルのサービングパワーレベルは
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、知られていない；およびカテゴリ３、ここにおいて、サービングセルの、および他のア
クティブセルのサービングパワーレベルは、知られている。
【００３６】
　[0042]　１つの態様において、すべての影響されない候補セル（all non-impacted can
didate cells）は、それらのしきい値感度（threshold sensitivity）を第１の固定レベ
ル（例えば、－１２４ｄＢｍ）に設定させることとなる。（サービングセクタまたは任意
の他の知られている候補セルと同じポジショニング信号送信周波数を有する）影響される
セル（impacted cells）は、干渉推定の上記の３つのカテゴリのうちの１つにしたがって
それらのしきい値感度を設定させることとなる。
【００３７】
　[0043]　図２Ｄは、ワイヤレス通信システムにおいて、影響されるセルからのポジショ
ニング信号について予期される干渉を推定する処理２３２’を例示するフローチャートで
ある。処理２３２’は、図２Ｂの処理ブロック２３２の１つの可能なインプリメンテーシ
ョンである。図２Ｄに示されているように、処理２３２’は、サービングセルのサービン
グパワーレベルが知られているかどうか決定する決定ブロック２３３で始まり得る。知ら
れていない場合、処理２３２’は、処理ブロック２３４に進む。処理ブロック２３４は、
カテゴリ１干渉推定を表し、ここでは、影響されるセルに対して、複数のサービングパワ
ーレベルでのしきい値感度が推定される。使用されるサービングパワーレベルは、この分
析のために使用されるサービングセル内のロケーションと名目上は関連付けられるもので
あり得る。例えば、サービングパワーレベルは、－７４ｄＢｍ（セルの中心）、－８０ｄ
Ｂｍ（セルの端）、および－９４ｄＢｍ（セルのバックサイド（cell backside）および
０．９ＭＡＲ）であり得る。この実施形態に続いて、結果として起こるノイズフロアは、
これらのロケーションの各々について、それぞれ、－１０４ｄＢｍ、－１１０ｄＢｍ、お
よび－１２４ｄＢｍに設定されることとなる。
【００３８】
　[0044]　しかしながら、決定ブロック２３３において、サービングセルのサービングパ
ワーレベルが実際に知られていると決定する場合、処理２３２’は、他のアクティブセル
のサービングパワーレベルも知られているかを決定するために決定ブロック２３５に進む
。そうでない場合、サービングセルのサービングパワーレベルだけが知られ、処理２３２
’は、カテゴリ２干渉推定を始めるために処理ブロック２３６に進む。処理ブロック２３
６においてサービングセルと同じポジショニング信号送信周波数を持つそれらの候補セル
上のしきい値感度は、推定される。１つの例において、干渉は、符号の直交性（code ort
hogonality）を考慮して（accounting for）、しきい値感度をサービングパワーレベルよ
り３０ｄＢ低く設定する。また、サービングセルに関するしきい値感度は、－１２４ｄＢ
ｍに設定され得る。
【００３９】
　[0045]　サービングセルのパワーレベルが知られており、かつシステムにおける他のア
クティブセルのパワーレベルが知られている場合、決定ブロック２３５は、処理ブロック
２３７まで進み、それは、カテゴリ３干渉推定を表す。処理ブロック２３７において、同
じポジショニング信号送信周波数を有する各セルについて、ロケーションサーバは、最強
の信号を探し、報告されたパワーレベルより３０ｄＢ低い整合ポジショニング信号送信周
波数値でそれらの候補セル（those candidate cells with matching positioning signal
 transmit frequency values）上のしきい値感度を推定する。アクティブセット（サービ
ングおよび隣接）におけるすべての候補についてのしきい値感度は、－１２４ｄＢｍに設
定され得る。
【００４０】
　[0046]　１つの実施形態において、ロケーションサーバは、各ＭＯＤ６値で最大の予期
されるパワーレベルの使用を許可し得、そのＭＯＤ６値のすべての候補に関してノイズフ
ロアを設定する。この例に続いて、所与のＭＯＤ６値で最大の予期されるパワーレベルを
持つすべてのセルは、それらのしきい値セットを標準しきい値感度（デフォルトで－１２
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４ｄＢｍ）に設定させるべきである。
【００４１】
　[0047]　ここで図２Ｂに戻ると、推定された予期される干渉を得ると、処理２１０は、
リンク分析が行われる処理ブロック２４２に進む。１つの実施形態において、分析は、ち
ょうどセルの中心でというよりはむしろサービングセル内で複数の（例えば、５個の）異
なるロケーションで行われる。各候補セルについて予期されるパワーは、これらのロケー
ションの各々で決定される。信号マージンは、上記に決定された、各候補セルのしきい値
感度と予期されるパワーとの間の差をとることによって決定される。
【００４２】
　[0048]　１つの態様において、各候補セルの推定される信号強度ＳＳｉは、関心のある
名目モバイル位置（the nominal mobile position of interest）までのその範囲、その
ＭＡＲ値、およびそのアンテナ利得に依存する。範囲は、経路損失を決定する。１つの例
において、本明細書に説明される実施形態は、デフォルトでＲ４経路損失を利用する。Ｍ
ＡＲ値は、大きいセルと小さいセルとの間で正規化するために使用される。ＭＡＲ値は、
ＰＲＳについての感度対サービングに関する感度を考慮するように、増加され得る。１つ
の実施形態において、ＡＦＬＴスケーリング機能が利用され得るように、ＡＦＬＴ等にお
いて、ノミナル－３２ｄＢ　Ｅｃ／Ｉｏ感度は、仮定される。１つの例において、ＡＦＬ
Ｔスケーリング機能は、次の数式によって与えられる。
ＳＦｍａｒ＝１－（Ｅｃｌｏ＋１５）＊０．０４５　　数式（１）
よって、数式１を利用して、候補セルＭＡＲ値は、全て、デフォルトで１．７６５でスケ
ーリングされる。
【００４３】
　[0049]　アンテナ利得は、ノミナルモバイル位置へのルックアングル（look-angle）お
よびセルアンテナの方位（orientation）およびオープニング（opening）に基づいてルッ
クアップテーブルから読み取られ得る。アンテナ利得、経路損失および全体の候補信号強
度のための重要な数式（Key equations）：
Ｌａｉ＝Ｇａ（Φｉ）　数式（２）
ここで、Φｉは、仮説のモバイル位置（hypothetical mobile position）に向けるポイン
ティングベクトルと候補セルアンテナの方位（orientation）との間の方位オフセット（a
zimuthal offset）である。
【００４４】
【数１】

【００４５】
ここで、Ｌｐｉは、相対的候補経路損失（relative candidate path loss）であり、Ｒｉ
は、候補セルからモバイルデバイスまでの範囲であり、ＭＡＲｉは、候補のスケーリング
されたＭＡＲ（candidate scaled MAR）である。
ＳＳｉ＝ＳＳｆ＋Ｌａｉ＋Ｌｐｉ，　　数式（４）、
ここで、ＳＳｉは、候補セルの予期される信号強度であり、ＳＳｆは、アンテナの面から
の０．３ＭＡＲｉ（スケーリングされていないＭＡＲ（unscaled MAR））での予期される
信号強度であり、名目上、デフォルトで－７４ｄＢｍに設定される。
ＳＭｉ＝ＳＳｉ－ＴＨＲＥＳＨＯＬＤｉ，　　数式（５）、
ここで、ＴＨＲＥＳＨＯＬＤｉは、候補セルの干渉ベースの感度しきい値である。
【００４６】
　[0050]　処理２１０は次に、、候補セルのポジショニング信号の利用可能性の確率を、
推定される信号マージンを確率に変換することによって、推定し得る。１つの実施形態に
おいて、候補セルのポジショニング信号の利用可能性の確率は、ルックアップテーブルに
記憶される、ガウスＣＤＦ関数から、デフォルトで、決定される。数式６にしたがってエ



(16) JP 2018-502276 A 2018.1.25

10

20

30

40

50

ラー値は、決定されることができる：
Ｚｉ＝（ＳＭｉ－μ）／σ　数式（６）、
ここで、ＳＭｉは、各候補セルのための信号マージンであり、μは、モバイル環境と関連
付けられる平均無制御信号減衰（mean uncontrolled signal attenuation）であり、σは
、平均値についてのその信号減衰の変化量（variation）である。１つ実施形態において
、μ＝１５ｄＢおよびσ＝１０ｄＢ。エラー値Ｚｉは、確率値Ｐｉを得るためにルックア
ップテーブルに入力される。
【００４７】
　[0051]　ロケーションサーバおよびモバイルデバイスが、同じＰＣＩを使用する２つの
異なるセルアンテナからの信号間で区別できないとき、曖昧性は、発生する。ロケーショ
ンサーバは、各候補セルのＰＣＩ上でこの曖昧性についての可能性を推定し（例えば、処
理ブロック２６２）、曖昧である場合、影響されることとなるサービングカバレッジエリ
アの部分を定量化する。
【００４８】
　[0052]　１つの実施形態において、潜在的な曖昧性の領域は、以下のように数式７によ
って与えられる：
【００４９】
【数２】

【００５０】
ここで、Ｕｐは、３シグマ水平位置不確定性（典型的にスケーリングされたＭＡＲ）であ
り、Ｒ２およびＲ１は、モバイルデバイスの推定される位置までのそれぞれの候補セル範
囲である。
【００５１】

【数３】

【００５２】
は、２つのＲベクトル間の角度である。候補セルが潜在的に曖昧であるとき、不確定エリ
アの部分ｆは、以下によって与えられる：
【００５３】

【数４】

【００５４】
　[0053]　リンク分析からの信号マージンで形成される、確率スコア、Ｐｉは、最終測定
利用可能性推定（final measurement availability estimate）：Ａｉ＝Ｐｉ＊ｆｉを得
るためにスケーリングされる。１つの実施形態において利用可能性推定Ａｉは、処理ブロ
ック２７２において、候補セルをスコアリングするために使用される。最高のスコア（例
えば、Ａｉ）を持つ候補セルは、支援データに追加されることができ、ポジショニング信
号測定において使用するためにモバイルデバイスに送られる（例えば、処理ブロック２９
２）。１つの実施形態において、支援データは、生成され、候補セルの選択されたセット
に含まれる各セルの識別子（例えば、物理セルＩＤ（ＰＣＩ））を含む。各選択された候
補セルを識別することに加えて、生成された支援データはまた、各選択された候補セルの
タイミング情報を含み得る。例えば、生成された支援データは、ＯＴＤＯＡについての各
選択された候補セルのためのＰＲＳ構成情報ｉｎｆｏをさらに含み得る。
【００５５】
　[0054]　本明細書で使用される場合、「モバイル局」（ＭＳ）またはモバイルデバイス
という用語は、変化する位置ロケーションを時々有し得るデバイスを指す。位置ロケーシ
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ョンにおける変化は、ほんの数例として、方向（direction）、距離、方向（orientation
）、等に対する変化を含み得る。特定の例において、モバイル局は、セルラ電話、ワイヤ
レス通信デバイス、ユーザ機器、ラップトップコンピュータ、他のパーソナル通信システ
ム（ＰＣＳ）デバイス、携帯情報端末（ＰＤＡ）、パーソナルオーディオデバイス（ＰＡ
Ｄ）、ポータブルナビゲーションデバイス、および／または他のポータブル通信デバイス
を備え得る。モバイル局はまた、機械可読命令によって制御される機能を行うように適合
されたプロセッサおよび／またはコンピューティングプラットフォームを含み得る。
【００５６】
　[0055]　例えば、図３は、図１および２Ａ－２Ｄに関連して本明細書に説明された例示
的な技法のいずれかを行うように適合され得るモバイルデバイス３００の例のブロック図
である。１つ以上の無線トランシーバ３７０は、ＲＦキャリア上の、音声またはデータの
ような、ベースバンド情報を持つＲＦキャリア信号を変調する、およびそのようなベース
バンド情報を取得するために変調されたＲＦキャリアを復調するように適合され得る。ア
ンテナ３７２は、ワイヤレス通信リンク上で変調されたＲＦキャリアを送信し、ワイヤレ
ス通信リンク上で変調されたＲＦキャリアを受信するように適合され得る。１つの実施形
態において、アンテナ３７２は、支援データ要求を送り、図１の基地局４０－４のような
、基地局から支援データを受信するように適合される。
【００５７】
　[0056]　ベースバンドプロセッサ３６０は、ワイヤレス通信リンクにわたる送信のため
に中央処理ユニット（ＣＰＵ）３２０からトランシーバ３７０にベースバンド情報を提供
するように適合され得る。ここで、ＣＰＵ３２０は、ユーザインタフェース３１０内で入
力デバイスからそのようなベースバンド情報を取得し得る。ベースバンドプロセッサ３６
０はまた、ユーザインタフェース３１０内で出力デバイスを通す送信のためにトランシー
バ３７０からＣＰＵ３２０にベースバンド情報を提供するように適合され得る。
【００５８】
　[0057]　ユーザインタフェース３１０は、音声またはデータのようなユーザ情報を入力
するまたは出力するための複数のデバイスを備え得る。そのようなデバイスは、非限定的
な例として、キーボード、ディスプレイスクリーン、マイクロホン、およびスピーカを含
み得る。
【００５９】
　[0058]　受信機３８０は、ＳＰＳからの送信を受信および復調し、ならびに相関器３４
０に復調された情報を提供するように適合され得る。相関器３４０は、受信機３８０によ
って提供される情報から相関関数を導くように適合され得る。相関器３４０はまた、トラ
ンシーバ３７０によって提供されるパイロット信号に関連する情報からパイロット関連相
関関数（pilot-related correlation functions）を導くように適合され得る。この情報
は、ワイヤレス通信サービスを取得するためにモバイルデバイスによって使用され得る。
チャネル復号器３５０は、ベースバンドプロセッサ３６０から受信されるチャネルシンボ
ルを内在するソースビット（underlying source bits）に復号するように適合され得る。
チャネルシンボルが畳み込み符号化されたシンボルを備える１つの例において、そのよう
なチャネル復号器は、ビタビ復号器（Viterbi decoder）を備え得る。チャネルシンボル
が畳み込み符号のシリアルまたはパラレル連結（serial or parallel concatenations）
を備える第２の例において、チャネル復号器３５０は、ターボ復号器を備え得る。
【００６０】
　[0059]　メモリ３３０は、処理、インプリメンテーション、または本明細書に説明され
る、または示唆されるそれらの例のうちの１つ以上を行うように実行可能である機械可読
命令を記憶するように適合され得る。ＣＰＵ３２０は、そのような機械可読命令にアクセ
スし、実行するように適合され得る。
【００６１】
　[0060]　モバイルデバイス３００はまた、ポジショニング信号測定および／または支援
データ処理を行うように構成される位置決定モジュール（ＰＤＭ）３２５を含む。１つの



(18) JP 2018-502276 A 2018.1.25

10

20

30

40

50

例において、ＰＤＭ３２５は、支援データ要求を生成するように、およびそのような要求
をトランシーバ３７０を介して基地局に送信するように構成される。別の例において、Ｐ
ＤＭ３２５は、トランシーバ３７０を介して受信された支援データを処理する。さらに別
の例において、ＰＤＭ３２５は、１つ以上のポジショニング信号の測定を行い、それに応
答してモバイルデバイス３００の位置を決定し得る。ＰＤＭ３２５および処理ユニット３
２０は、明確さのために別々に例示されるが、単一のユニットであり得る。
【００６２】
　[0061]　処理ユニット３２０、ならびにＰＤＭ３２５、相関器３４０、チャネル復号器
３５０、およびベースバンドプロセッサ３６０のうちの１つ以上は、１つ以上のマイクロ
プロセッサ、埋め込みプロセッサ、コントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、
高度なデジタルシグナルプロセッサ（advanced digital signal processors）（ＡＤＳＰ
）、および同様のものを含むことができるが、必ずしもそれらを含む必要はない。プロセ
ッサという用語は、特定のハードウェアというよりはむしろシステムによって実装される
機能を説明する。その上、本明細書で使用される場合、「メモリ」という用語は、長期、
短期、またはモバイルデバイス３００に関連付けられる他のメモリを含む、任意のタイプ
のコンピュータ記憶媒体を指し、任意の特定のタイプのメモリまたはメモリの数、あるい
はメモリが記憶される媒体のタイプに限定されるべきではない。
【００６３】
　[0062]　本明細書に説明された処理は、アプリケーションに依存する様々な手段によっ
て実現され得る。例えば、これらの処理は、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェ
ア、またはそれらの任意の組み合わせにおいて実現され得る。ハードウェアのインプリメ
ンテーションの場合、処理ユニット３２０は、１つ以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、デジタル信号処理デバイス（ＤＳＰＤ）
、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（Ｆ
ＰＧＡ）、プロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、電
子デバイス、本明細書に説明された機能を行うように設計された他の電子ユニット、また
はそれらの組み合わせ内で実装され得る。
【００６４】
　[0063]　ファームウェアおよび／またはソフトウェアインプリメンテーションのために
、処理は、本明細書に説明された機能を行うモジュール（例えば、プロシージャ、機能、
等）を用いて実装され得る。命令を有形に具現化する（tangibly embodying）任意のコン
ピュータ可読媒体は、本明細書に説明された処理を実現するのに使用され得る。例えば、
プログラムコードは、メモリ３３０に記憶され、処理ユニット３２０によって実行され得
る。メモリ３３０は、処理ユニット３２０の内部または外部に実装され得る。
【００６５】
　[0064]　ファームウェアおよび／またはソフトウェアにおいて実現される場合、機能は
、コンピュータ可読媒体上で、１つ以上の命令またはコードとして記憶され得る。例は、
データ構造を用いて符号化される非一時的コンピュータ可読媒体およびコンピュータプロ
グラムを用いて符号化されるコンピュータ可読媒体を含む。コンピュータ可読媒体は、物
理的なコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされる
ことができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコン
ピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、フラッシュメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、
ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光学ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記
憶デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態で所望のプログラムコードを記憶する
ために使用されることができ、コンピュータによってアクセスされることができる任意の
他の媒体を備えることができる；本明細書で使用される場合、ディスク（disk）およびデ
ィスク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）、光デ
ィスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、および
ブルーレイディスクを含み、ここでディスク（disks）は通常、磁気的にデータを再生し
、一方ディスク（discs）は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組み
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合わせはまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００６６】
　[0065]　図４は、上記に説明された技法および／または処理を実現するように構成可能
なロケーションサーバ４００の機能ブロック図である。例えば、ロケーションサーバ４０
０は、図２Ａ－２Ｃの処理２００、２１０、２１２’、および２３２’に関連して説明さ
れた処理のいずれかを行うように構成され得る。具体的には、ロケーションサーバ４００
は、位置決定モジュール（ＰＤＭ）４２４を含む。ＰＤＭ４２４は、モバイル加入者に位
置決定サービスを提供する。ハイブリッドロケーション技術に基づいて、ＰＤＭは、ワイ
ヤレス通信ネットワークにおけるモバイルデバイスとの情報の交換においてＧＰＳ（wire
less assisted Global Positioning System）およびネットワークベースのレンジング技
術を組み合わせ得る。ＰＤＭ４２４は、加入しているモバイルデバイスのロケーションを
決定することができ、または支援データを生成すること、および送ることによってそれら
がそれら自身のロケーションを決定するのを支援することができる。
【００６７】
　[0066]　ロケーションサーバ４００は、例えば、デスクトップコンピュータ、ラップト
ップコンピュータ、ワークステーション、サーバデバイス、または同様のもののような、
１つ以上のコンピューティングデバイスおよび／またはプラットフォーム；例えば、携帯
情報端末、モバイル通信デバイス、または同様のもののような、１つ以上のパーソナルコ
ンピューティングまたは通信デバイスまたは機器；例えば、データベースまたはデータ記
憶サービスプロバイダ／システム、ネットワークサービスプロバイダ／システム、インタ
ーネットまたはイントラネットサービスプロバイダ／システム、ポータルおよび／または
検索エンジンサービスプロバイダ／システム、ワイヤレス通信サービスプロバイダ／シス
テムのような、コンピューティングシステムおよび／または関連するサービスプロバイダ
機能；および／またはそれらの任意の組み合わせを含み得る。
【００６８】
　[0067]　ロケーションサーバ４００において示される様々なデバイスおよびネットワー
クのすべてまたは一部、ならびに本明細書でさらに説明される処理および方法は、ハード
ウェア、ファームウェア、ソフトウェア、またはそれらの任意の組み合わせを使用して、
またはそうでなければ、それらを含んで実装され得ることは、認識される。
【００６９】
　[0068]　よって、限定ではなく例として、ロケーションサーバ４００は、バス４２８を
通してメモリ４２２に動作可能に結合される少なくとも１つの処理ユニット４２０を含み
得る。処理ユニット４２０は、データコンピューティングプロシージャまたは処理の少な
くとも一部を行うように構成可能な１つ以上の回路を代表する。限定ではなく例として、
処理ユニット４２０は、１つ以上のプロセッサ、コントローラ、マイクロプロセッサ、マ
イクロコントローラ、特定用途向け集積回路、デジタルシグナルプロセッサ、プログラマ
ブル論理デバイス、フィールドプログラマブルゲートアレイ、および同様のもの、あるい
はそれらの任意の組み合わせを含み得る。１つの実施形態において、処理ユニット４２０
単独で、またはＰＤＭ４２４と組み合わせて、上記に説明された支援データを生成するよ
うに構成される。
【００７０】
　[0069]　メモリ４２２は、任意のデータ記憶メカニズムを代表する。メモリ４２２は、
例えば、ランダムアクセスメモリ、読取専用メモリ、等を含み得る。この例において、処
理ユニット４２０から分かれているとして例示されているが、メモリ４２２のすべてまた
は一部は、処理ユニット４２０内で提供され得る、またはそうなければ、処理ユニット４
２０と併設（co-located）／結合され得ることが理解されるべきである。
【００７１】
　[0070]　メモリ４２２はまた、例えば、ディスクドライブ、光ディスクドライブ、テー
プドライブ、固体メモリドライブ、等のような、例えば、１つ以上のデータ記憶デバイス
またはシステムを含み得る。ある特定のインプリメンテーションでは、メモリ４２２は、
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コンピュータ可読媒体４４０を動作可能に受け入れ得る、またはそうでなければ、コンピ
ュータ可読媒体４４０に結合するように構成可能であり得る。コンピュータ可読媒体４４
０は、例えば、ロケーションサーバ４００のためのアクセス可能なデータ、コードおよび
／または命令を搬送することができる、および／またはロケーションサーバ４００のため
のアクセス可能なデータ、コードおよび／または命令を作ることができる任意の媒体を含
み得る。コンピュータ可読媒体４４０はまた、記憶媒体とも称され得る。
【００７２】
　[0071]　限定ではなく例として、通信インタフェース４３０は、ネットワークインタフ
ェースデバイスまたはカード、モデム、ルータ、スイッチ、トランシーバ、および同様の
ものを含み得る。ロケーションサーバ４００は、例えば、入力／出力４３２をさらに含み
得る。入力／出力４３２は、人間および／または機械の入力を受け付ける、またはそうで
なければそれらを導入するように構成可能であり得る１つ以上のデバイスまたは特徴、な
らびに／あるいは人間および／または機械の出力を配信する、またはそうでなければそれ
らを提供するように構成可能であり得る１つ以上のデバイスまたは特徴を代表する。限定
ではなく例として、入力／出力デバイス４３２は、動作可能に構成されたディスプレイ、
スピーカ、キーボード、マウス、トラックボール、タッチスクリーン、データポート、等
を含み得る。
【００７３】
　[0072]　本明細書における教示は、様々な装置（例えば、デバイス）に組み込まれ得る
（たとえば、それら内で実現される、またはそれらによって行われ得る）。例えば、本明
細書に教示された１つ以上の態様は、モバイル局、電話（例えば、携帯電話）、パーソナ
ルデータアシスタント（「ＰＤＡ」）、タブレット、モバイルコンピュータ、ラップトッ
プコンピュータ、タブレット、エンターテインメントデバイス（例えば、音楽またはビデ
オデバイス）、ヘッドセット（例えば、ヘッドフォン、イヤピース、等）、医療デバイス
（例えば、生体センサ（biometric sensor）、心拍数モニタ、歩数計、ＥＫＧデバイス、
等）、ユーザＩ／Ｏデバイス、コンピュータ、サーバ、販売時点情報管理デバイス（poin
t-of-sale device）、エンターテインメントデバイス、セットトップボックス、または任
意の他の適切なデバイスに組み込まれ得る。これらのデバイスは、異なるパワーおよびデ
ータ要件を有することができ、各特徴または特徴のセットのために生成される異なるパワ
ープロファイルをもたらし得る。
【００７４】
　[0073]　いくつかの態様において、ワイヤレスデバイスは、通信システムのためのアク
セスデバイス（例えば、Ｗｉ－Ｆｉアクセスポイント）を備え得る。そのようなアクセス
デバイスは、例えば、ワイヤードまたはワイヤレス通信リンクを介して、別のネットワー
ク（例えば、インターネットまたはセルラネットワークのような広域ネットワーク）への
接続性を提供し得る。したがって、アクセスデバイスは、別のデバイス（例えば、Ｗｉ－
Ｆｉ局（Wi-Fi station））が他のネットワークまたは何らかの他の機能性にアクセスす
ることを有効にし得る。加えて、１つまたは両方のデバイスがポータブルであり得る、ま
たは、いくつかの場合において、相対的に非ポータブル（non-portable）であり得ること
が認識されるべきである。
【００７５】
　[0074]　当業者はさらに、本明細書に開示された実施形態に関連して説明された様々な
例示的な論理ブロック、モジュール、エンジン、回路、およびアルゴリズムステップが電
子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、または両方の組み合わせとして実現され得
ることを認識するであろう。ハードウェアおよびソフトウェアのこの互換性を明確に例示
するために、様々な例示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、エンジン、回路、
およびステップが、概してそれらの機能性の観点から上記に説明されている。そのような
機能性が、ハードウェアとして実現されるか、またはソフトウェアとして実現されるかは
、特定のアプリケーションおよびシステム全体に課せられる設計制約に依存する。当業者
であれば、説明された機能を特定のアプリケーションごとに様々な方法で実装し得るが、
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釈されるべきではない。
【００７６】
　[0075]　本明細書に開示された実施形態に関連して説明されたアルゴリズムまたは方法
のステップは、直接ハードウェアにおいて、プロセッサによって実行されるソフトウェア
モジュールにおいて、またはこれら２つの組み合わせにおいて、具現化され得る。ソフト
ウェアモジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモ
リ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－Ｒ
ＯＭ、または当該技術分野において既知の任意の他の形態の記憶媒体に存在し得る。例示
的な記憶媒体は、プロセッサがこの記憶媒体から情報を読み取り、およびこの記憶媒体に
情報を書き込むことができるように、プロセッサに結合される。代替において、記憶媒体
は、プロセッサと一体化され得る。プロセッサおよび記憶媒体は、ＡＳＩＣに存在し得る
。ＡＳＩＣは、ユーザ端末に存在し得る。代替において、プロセッサおよび記憶媒体は、
ユーザ端末にディスクリートコンポーネントとして存在し得る。
【００７７】
　[0076]　１つ以上の例示的な実施形態において、説明された機能は、ハードウェア、ソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせにおいて実現され得る。
コンピュータプログラム製品としてソフトウェアにおいて実装される場合、機能は、非一
時的コンピュータ可読媒体上で１つ以上の命令またはコードとして記憶または送信され得
る。コンピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転
送を容易にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体との両方を含むこと
ができる。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされることができる任意の利用可
能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのような非一時的コンピュータ可読媒体
は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光学ディスク記憶装置、磁
気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態
で所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用されることができ、コンピュ
ータによってアクセスされることができる任意の他の媒体を備えることができる。また、
任意の接続は、厳密にはコンピュータ可読媒体と称される。例えば、ソフトウェアが、同
軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、ま
たは赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト
、サーバ、または他の遠隔ソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケー
ブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレ
ス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用される場合、ディスク（Disk）および
ディスク（disc）は、コンパクトディスク（ＣＤ）、レーザーディスク、光ディスク、デ
ジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピーディスク、およびブルーレイディスクを含
み、ここでディスク（disks）は通常、磁気的にデータを再生し、一方ディスク（discs）
は、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組み合わせはまた、非一時的コ
ンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００７８】
　[0077]　本明細書に説明された実施形態に対する様々な修正は、当業者にとって容易に
明らかであり、本明細書で定義された一般的な原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱
することなく、他の実施形態に適用され得る。よって、本開示は、本明細書に示された実
施形態に限定されるようには意図されず、本明細書に開示される原理および新規な特徴と
一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
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【手続補正書】
【提出日】平成29年6月27日(2017.6.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信ネットワークにおける複数のセルのうちの少なくともいくつかによって
周期的に送信されるポジショニング信号でポジショニング測定を行うためにモバイルデバ
イスを支援するためのロケーションサーバによって行われる方法であって、
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置に基づいて、前記ワイヤレス通信ネットワ
ークにおける前記複数のセルの候補セルの第１のセットを決定することと、
　前記複数のセルのうちの１つ以上の他のセルによる信号の送信によって、少なくとも部
分的に、引き起こされる、前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれ
のポジショニング信号の予期される干渉を推定することと、
　前記推定された予期される干渉に基づいて、候補セルの前記第１のセットからセルのサ
ブセットを選択することと、
　セルの前記選択されたサブセットを識別する支援データを生成することと、
　前記生成された支援データを前記モバイルデバイスに送ることと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定することは、
　前記複数のセルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定
することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を前記サービングセルの中心に設定するこ
とと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を決定することは、
　前記サービングセルに含まれる基地局の最大のアンテナ範囲を、前記基地局の知られて
いる相対的なパワーレベルにしたがってスケーリングすることと、
　前記スケーリングされた最大のアンテナ範囲に基づいて、前記モバイルデバイスの前記
推定される位置を前記サービングセルの中心に設定することと、
　をさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を決定することは、前記複数のセルのうち
の１つ以上に含まれる各基地局の知られている相対的なパワーレベルに基づく、請求項１
に記載の方法。
【請求項５】
　候補セルの前記第１のセットを決定することは、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置と前記複数のセルのうちの１つ以上に含ま
れる各基地局との間の距離がしきい値距離内であるか、および前記モバイルデバイスの前
記推定される位置が前記それぞれの基地局の最大のアンテナ範囲内であるかを決定するこ
とと、そうである場合、
　前記それぞれのセルを候補セルの前記第１のセットに追加することと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
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　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定することは、前記候補セル内の様々なロケーションに関連付け
られる２つ以上のサービングパワーレベルでのしきい値感度を推定することを含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定することは、
　前記候補セルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定す
ることと、
　前記サービングセルによって送信される前記ポジショニング信号の送信周波数を決定す
ることと、
　しきい値感度を、前記サービングセルの送信周波数と同じである前記送信周波数を有す
る前記第１のセットの各候補セルについての前記サービングセルのパワーレベルより低く
設定することと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　候補セルの前記第１のセットからセルの前記サブセットを選択することは、
　前記第１のセットの１つ以上の他の候補セルによるポジショニング信号の送信によって
、少なくとも部分的に、引き起こされる、各それぞれの候補セルの前記推定された干渉に
基づいて、各候補セル内の２つ以上のロケーションでのリンクマージンを推定することと
、
　前記推定されたリンクマージンに応答して、各候補セルについて前記ポジショニング信
号の利用可能性の確率を推定することと、
　各候補セルについて、前記ポジショニング信号の曖昧性の確率を推定することと、
　利用可能性の前記推定された確率および曖昧性の前記推定された確率に基づいて、前記
第１のセットにおける各候補セルをスコアリングすることと、
　最高のスコアを有する、前記第１のセットからのそれら候補セルを、セルの前記サブセ
ットに追加することと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレス通信ネットワークにおける複数のセルのうちの少なくともいくつかによって
周期的に送信されるポジショニング信号でポジショニング測定を行うためにモバイルデバ
イスを支援するために記憶されたプログラムコードを含む非一時的コンピュータ可読媒体
であって、前記プログラムコードは、
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置に基づいて、前記ワイヤレス通信ネットワ
ークにおける前記複数のセルの候補セルの第１のセットを決定することと、
　前記複数のセルのうちの１つ以上の他のセルによる信号の送信によって、少なくとも部
分的に、引き起こされる、前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれ
のポジショニング信号の予期される干渉を推定することと、
　前記推定された予期される干渉に基づいて、候補セルの前記第１のセットからセルのサ
ブセットを選択することと、
　セルの前記選択されたサブセットを識別する支援データを生成することと、
　前記生成された支援データを前記モバイルデバイスに送ることと、
　を行うための命令を備える、媒体。
【請求項１０】
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定するための前記命令は、
　前記複数のセルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定
することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を前記サービングセルの中心に設定するこ
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とと、
　前記サービングセルに含まれる基地局の最大のアンテナ範囲を、前記基地局の知られて
いる相対的なパワーレベルにしたがってスケーリングすることと、
　前記スケーリングされた最大のアンテナ範囲に基づいて、前記モバイルデバイスの前記
推定される位置を前記サービングセルの中心に設定することと、
　を行うための命令を含む、請求項９に記載の媒体。
【請求項１１】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、前記候補セル内の様々なロケーション
に関連付けられる２つ以上のサービングパワーレベルでのしきい値感度を推定するための
命令を含む、請求項９に記載の媒体。
【請求項１２】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、
　前記候補セルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定す
ることと、
　前記サービングセルによって送信される前記ポジショニング信号の送信周波数を決定す
ることと、
　しきい値感度を、前記サービングセルの送信周波数と同じである前記送信周波数を有す
る前記第１のセットの各候補セルについての前記サービングセルのパワーレベルより低く
設定することと、
　を行うための命令を含む、請求項９に記載の媒体。
【請求項１３】
　候補セルの前記第１のセットからセルの前記サブセットを選択するための前記命令は、
　前記第１のセットの１つ以上の他の候補セルによるポジショニング信号の送信によって
、少なくとも部分的に、引き起こされる、各それぞれの候補セルの前記推定された干渉に
基づいて、各候補セル内の２つ以上のロケーションでのリンクマージンを推定することと
、
　前記推定されたリンクマージンに応答して、各候補セルについて前記ポジショニング信
号の利用可能性の確率を推定することと、
　各候補セルについて、前記ポジショニング信号の曖昧性の確率を推定することと、
　利用可能性の前記推定された確率および曖昧性の前記推定された確率に基づいて、前記
第１のセットにおける各候補セルをスコアリングすることと、
　最高のスコアを有する、前記第１のセットからのそれら候補セルを、セルの前記サブセ
ットに追加することと、
　を行うための命令を含む、請求項９に記載の媒体。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信ネットワークにおける複数のセルのうちの少なくともいくつかによって
周期的に送信されるポジショニング信号でポジショニング測定を行うためにモバイルデバ
イスを支援するための装置であって、
　プログラムコードを記憶するように適合されたメモリと、
　前記メモリに結合された処理ユニットと、
　を備え、前記処理ユニットは、前記装置に、
　　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定することと、
　　前記モバイルデバイスの前記推定される位置に基づいて、前記ワイヤレス通信ネット
ワークにおける前記複数のセルの候補セルの第１のセットを決定することと、
　　前記複数のセルのうちの１つ以上の他のセルによる信号の送信によって、少なくとも
部分的に、引き起こされる、前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞ
れのポジショニング信号の予期される干渉を推定することと、
　　前記推定された予期される干渉に基づいて、候補セルの前記第１のセットからセルの
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サブセットを選択することと、
　セルの前記選択されたサブセットを識別する支援データを生成することと、
　前記生成された支援データを前記モバイルデバイスに送ることと、
　を行うように指示する前記プログラムコードに含まれる命令をアクセスおよび実行する
、装置。
【請求項１５】
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定するための前記命令は、
　前記複数のセルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定
することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を前記サービングセルの中心に設定するこ
とと、
　前記サービングセルに含まれる基地局の最大のアンテナ範囲を、前記基地局の知られて
いる相対的なパワーレベルにしたがってスケーリングすることと、
　前記スケーリングされた最大のアンテナ範囲に基づいて、前記モバイルデバイスの前記
推定される位置を前記サービングセルの中心に設定することと、
　を行うための命令を含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を決定することは、前記複数のセルのうち
の１つ以上に含まれる各基地局の相対的なパワーレベルに基づく、請求項１４に記載の装
置。
【請求項１７】
　候補セルの前記第１のセットを決定するための前記命令は、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置と前記複数のセルのうちの１つ以上に含ま
れる各基地局との間の距離がしきい値距離内であるか、および前記モバイルデバイスの前
記推定される位置が前記それぞれの基地局の最大のアンテナ範囲内であるかを決定するこ
とと、そうである場合、
　前記それぞれのセルを候補セルの前記第１のセットに追加することと、
　を行うための命令を含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項１８】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、前記候補セル内の様々なロケーション
に関連付けられる２つ以上のサービングパワーレベルでのしきい値感度を推定するための
命令を含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項１９】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、
　前記候補セルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定す
ることと、
　前記サービングセルによって送信される前記ポジショニング信号の送信周波数を決定す
ることと、
　しきい値感度を、前記サービングセルの送信周波数と同じである前記送信周波数を有す
る前記第１のセットの各候補セルについての前記サービングセルのパワーレベルより低く
設定することと、
　を行うための命令を含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項２０】
　候補セルの前記第１のセットからセルの前記サブセットを選択するための前記命令は、
　前記第１のセットの１つ以上の他の候補セルによるポジショニング信号の送信によって
、少なくとも部分的に、引き起こされる、各それぞれの候補セルの前記推定された干渉に
基づいて、各候補セル内の２つ以上のロケーションでのリンクマージンを推定することと
、
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　前記推定されたリンクマージンに応答して、各候補セルについて前記ポジショニング信
号の利用可能性の確率を推定することと、
　各候補セルについて、前記ポジショニング信号の曖昧性の確率を推定することと、
　利用可能性の前記推定された確率および曖昧性の前記推定された確率に基づいて、前記
第１のセットにおける各候補セルをスコアリングすることと、
　最高のスコアを有する、前記第１のセットからのそれら候補セルを、セルの前記サブセ
ットに追加することと、
　を行うための命令を含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項２１】
　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ワイヤレス通信システムとともに使用するた
めのロケーションサーバであって、
　プログラムコードを記憶するように適合されたメモリと、
　前記メモリに結合された処理ユニットと、
　を備え、前記処理ユニットは、前記ロケーションサーバに、
　　前記ＬＴＥワイヤレス通信システムに含まれる複数のセルのうちのサービングセルを
介して、前記モバイルデバイスから支援データの要求を受信することと、ここにおいて、
前記複数のセルの各セルは、前記ＬＴＥワイヤレス通信システム内でのモバイルデバイス
の観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）ポジショニングのためにポジション基準信号（ＰＲＳ）
を周期的に送信するように構成され、
　　支援データの前記要求を受信することに応答して、前記モバイルデバイスの推定され
る位置を決定することと、
　　前記モバイルデバイスの前記推定される位置に基づいて、前記ＬＴＥワイヤレス通信
ネットワークにおける前記複数のセルのうち、候補セルの第１のセットを決定することと
、
　　前記複数のセルのうちの１つ以上の他のセルによる信号の送信によって、少なくとも
部分的に、引き起こされる、前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞ
れのポジション基準信号の予期される干渉を推定することと、
　前記推定された予期される干渉に基づいて、候補セルの前記第１のセットからセルのサ
ブセットを選択することと、
　セルの前記選択されたサブセットに含まれる各セルについての物理セルＩＤ（ＰＣＩ）
を含む前記支援データを生成することと、
　前記生成された支援データを前記モバイルデバイスに送ることと、
　を行うように指示する前記プログラムコードに含まれる命令をアクセスおよび実行する
、ロケーションサーバ。
【請求項２２】
　前記ロケーションサーバの前記処理ユニットは、
　前記第１のセットの１つ以上の他の候補セルによるポジショニング信号の送信によって
、少なくとも部分的に、引き起こされる、各それぞれの候補セルの前記推定された干渉に
基づいて、各候補セル内の２つ以上のロケーションでのリンクマージンを推定することと
、
　前記推定されたリンクマージンに応答して、各候補セルについて前記ポジション基準信
号の利用可能性の確率を推定することと、
　各候補セルについて、前記ポジション基準信号の曖昧性の確率を推定することと、
　利用可能性の前記推定された確率および曖昧性の前記推定された確率に基づいて、前記
第１のセットにおける各候補セルをスコアリングすることと、
　最高のスコアを有する、前記第１のセットからのそれら候補セルを、セルの前記サブセ
ットに追加することと、
　を行うようにさらに構成される、請求項２１に記載のロケーションサーバ。
【請求項２３】
　候補セルの前記第１のセットを決定するための前記命令は、
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　前記モバイルデバイスの前記推定される位置と前記複数のセルのうちの１つ以上に含ま
れる各基地局との間の距離がしきい値距離内であるか、および前記モバイルデバイスの前
記推定される位置が前記それぞれの基地局の最大のアンテナ範囲内であるかを決定するこ
とと、そうである場合、
　前記それぞれのセルを候補セルの前記第１のセットに追加することと、
　を行うための命令を含む、請求項２１に記載のロケーションサーバ。
【請求項２４】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジション基準信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、前記候補セル内の様々なロケーション
に関連付けられる２つ以上のサービングパワーレベルでのしきい値感度を推定するための
命令を含む、請求項２１に記載のロケーションサーバ。
【請求項２５】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジション基準信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、
　前記候補セルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定す
ることと、
　前記サービングセルによって送信される前記ポジション基準信号の送信周波数を決定す
ることと、
　しきい値感度を、前記サービングセルの送信周波数と同じである前記送信周波数を有す
る前記第１のセットの各候補セルについての前記サービングセルのパワーレベルより低く
設定することと、
　を行うための命令を含む、請求項２１に記載のロケーションサーバ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　[0077]　本明細書に説明された実施形態に対する様々な修正は、当業者にとって容易に
明らかであり、本明細書で定義された一般的な原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱
することなく、他の実施形態に適用され得る。よって、本開示は、本明細書に示された実
施形態に限定されるようには意図されず、本明細書に開示される原理および新規な特徴と
一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信ネットワークにおける複数のセルのうちの少なくともいくつかによって
周期的に送信されるポジショニング信号でポジショニング測定を行うためにモバイルデバ
イスを支援するための方法であって、
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定することと、
　前記モバイルデバイスの前推定される位置に基づいて、前記ワイヤレス通信ネットワー
クにおける前記複数のセルの候補セルの第１のセットを決定することと、
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
予期される干渉を推定することと、
　前記推定された予期される干渉に基づいて、候補セルの前記第１のセットからセルのサ
ブセットを選択することと、
　セルの前記選択されたサブセットを識別する支援データを生成することと、
　前記生成された支援データを前記モバイルデバイスに送ることと、
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定することは、
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　前記複数のセルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定
することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を前記サービングセルの中心に設定するこ
とと、
　を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を決定することは、
　前記サービングセルに含まれる基地局の最大のアンテナ範囲を、前記基地局の相対的な
パワーレベルにしたがってスケーリングすることと、
　前記スケーリングされた最大のアンテナ範囲に基づいて、前記モバイルデバイスの前記
推定される位置を前記サービングセルの中心に設定することと、
　をさらに含む、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を決定することは、前記複数のセルのうち
の少なくともいくつかに含まれる各基地局の相対的なパワーレベルに基づく、Ｃ１に記載
の方法。
［Ｃ５］
　候補セルの前記第１のセットを決定することは、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置と前記複数のセルのうちの少なくともいく
つかに含まれる各基地局との間の距離がしきい値距離内であるか、および前記モバイルデ
バイスの前記推定される位置が前記それぞれの基地局の最大のアンテナ範囲内であるかを
決定することと、そうである場合、
　前記それぞれのセルを候補セルの前記第１のセットに追加することと、
　を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定することは、前記候補セル内の様々なロケーションに関連付け
られる複数のサービングパワーレベルでのしきい値感度を推定することを含む、Ｃ１に記
載の方法。
［Ｃ７］
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定することは、
　前記候補セルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定す
ることと、
　前記サービングセルによって送信される前記ポジショニング信号の送信周波数を決定す
ることと、
　しきい値感度を、前記サービングセルの送信周波数と同じである前記送信周波数を有す
る前記第１のセットの各候補セルについての前記サービングセルのパワーレベルより低く
設定することと、
　を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　候補セルの前記第１のセットからセルの前記サブセットを選択することは、
　各それぞれの候補セルの前記推定された干渉に基づいて、各候補セル内の複数のロケー
ションでのリンクマージンを推定することと、
　前記推定されたリンクマージンに応答して、各候補セルについて前記ポジショニング信
号の利用可能性の確率を推定することと、
　各候補セルについて、前記ポジショニング信号の曖昧性の確率を推定することと、
　利用可能性の前記推定された確率および曖昧性の前記推定された確率に基づいて、前記
第１のセットにおける各候補セルをスコアリングすることと、
　最高のスコアを有する、前記第１のセットからのそれら候補セルを、セルの前記サブセ
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ットに追加することと、
　を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　ワイヤレス通信ネットワークにおける複数のセルのうちの少なくともいくつかによって
周期的に送信されるポジショニング信号でポジショニング測定を行うためにモバイルデバ
イスを支援するために記憶されたプログラムコードを含む非一時的コンピュータ可読媒体
であって、前記プログラムコードは、
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置に基づいて、前記ワイヤレス通信ネットワ
ークにおける前記複数のセルの候補セルの第１のセットを決定することと、
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
予期される干渉を推定することと、
　前記推定された予期される干渉に基づいて、候補セルの前記第１のセットからセルのサ
ブセットを選択することと、
　セルの前記選択されたサブセットを識別する支援データを生成することと、
　前記生成された支援データを前記モバイルデバイスに送ることと、
　を行うための命令を備える、媒体。
［Ｃ１０］
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定するための前記命令は、
　前記複数のセルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定
することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を前記サービングセルの中心に設定するこ
とと、
　前記サービングセルに含まれる基地局の最大のアンテナ範囲を、前記基地局の相対的な
パワーレベルにしたがってスケーリングすることと、
　前記スケーリングされた最大のアンテナ範囲に基づいて、前記モバイルデバイスの前記
推定される位置を前記サービングセルの中心に設定することと、
　を行うための命令を含む、Ｃ９に記載の媒体。
［Ｃ１１］
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、前記候補セル内の様々なロケーション
に関連付けられる複数のサービングパワーレベルでのしきい値感度を推定するための命令
を含む、Ｃ９に記載の媒体。
［Ｃ１２］
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、
　前記候補セルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定す
ることと、
　前記サービングセルによって送信される前記ポジショニング信号の送信周波数を決定す
ることと、
　しきい値感度を、前記サービングセルの送信周波数と同じである前記送信周波数を有す
る前記第１のセットの各候補セルについての前記サービングセルのパワーレベルより低く
設定することと、
　を行うための命令を含む、Ｃ９に記載の媒体。
［Ｃ１３］
　候補セルの前記第１のセットからセルの前記サブセットを選択するための前記命令は、
　各それぞれの候補セルの前記推定された干渉に基づいて、各候補セル内で複数のロケー
ションでのリンクマージンを推定することと、
　前記推定されたリンクマージンに応答して、各候補セルについて前記ポジショニング信
号の利用可能性の確率を推定することと、
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　各候補セルについて、前記ポジショニング信号の曖昧性の確率を推定することと、
　利用可能性の前記推定された確率および曖昧性の前記推定された確率に基づいて、前記
第１のセットにおける各候補セルをスコアリングすることと、
　最高のスコアを有する、前記第１のセットからのそれら候補セルを、セルの前記サブセ
ットに追加することと、
　を行うための命令を含む、Ｃ９に記載の媒体。
［Ｃ１４］
　ワイヤレス通信ネットワークにおける複数のセルのうちの少なくともいくつかによって
周期的に送信されるポジショニング信号でポジショニング測定を行うためにモバイルデバ
イスを支援するための装置であって、
　プログラムコードを記憶するように適合されたメモリと、
　前記メモリに結合された処理ユニットと、
　を備え、前記処理ユニットは、前記装置に、
　　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定することと、
　　前記モバイルデバイスの前記推定される位置に基づいて、前記ワイヤレス通信ネット
ワークにおける前記複数のセルの候補セルの第１のセットを決定することと、
　　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号
の予期される干渉を推定することと、
　　前記推定された予期される干渉に基づいて、候補セルの前記第１のセットからセルの
サブセットを選択することと、
　セルの前記選択されたサブセットを識別する支援データを生成することと、
　前記生成された支援データを前記モバイルデバイスに送ることと、
　を行うように指示する前記プログラムコードに含まれる命令をアクセスおよび実行する
、装置。
［Ｃ１５］
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定するための前記命令は、
　前記複数のセルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定
することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を前記サービングセルの中心に設定するこ
とと、
　前記サービングセルに含まれる基地局の最大のアンテナ範囲を、前記基地局の相対的な
パワーレベルにしたがってスケーリングすることと、
　前記スケーリングされた最大のアンテナ範囲に基づいて、前記モバイルデバイスの前記
推定される位置を前記サービングセルの中心に設定することと、
　を行うための命令を含む、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を決定することは、前記複数のセルのうち
の少なくともいくつかに含まれる各基地局の相対的なパワーレベルに基づく、Ｃ１４に記
載の装置。
［Ｃ１７］
　候補セルの前記第１のセットを決定するための前記命令は、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置と前記複数のセルのうちの少なくともいく
つかに含まれる各基地局との間の距離がしきい値距離内であるか、および前記モバイルデ
バイスの前記推定される位置が前記それぞれの基地局の最大のアンテナ範囲内であるかを
決定することと、そうである場合、
　前記それぞれのセルを候補セルの前記第１のセットに追加することと、
　を行うための命令を含む、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、前記候補セル内の様々なロケーション
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に関連付けられる複数のサービングパワーレベルでのしきい値感度を推定するための命令
を含む、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、
　前記候補セルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定す
ることと、
　前記サービングセルによって送信される前記ポジショニング信号の送信周波数を決定す
ることと、
　しきい値感度を、前記サービングセルの送信周波数と同じである前記送信周波数を有す
る前記第１のセットの各候補セルについての前記サービングセルのパワーレベルより低く
設定することと、
　を行うための命令を含む、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２０］
　候補セルの前記第１のセットからセルの前記サブセットを選択するための前記命令は、
　各それぞれの候補セルの前記推定された干渉に基づいて、各候補セル内の複数のロケー
ションでのリンクマージンを推定することと、
　前記推定されたリンクマージンに応答して、各候補セルについて前記ポジショニング信
号の利用可能性の確率を推定することと、
　各候補セルについて、前記ポジショニング信号の曖昧性の確率を推定することと、
　利用可能性の前記推定された確率および曖昧性の前記推定された確率に基づいて、前記
第１のセットにおける各候補セルをスコアリングすることと、
　最高のスコアを有する、前記第１のセットからのそれら候補セルを、セルの前記サブセ
ットに追加することと、
　を行うための命令を含む、Ｃ１４に記載の装置。
［Ｃ２１］
　ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ワイヤレス通信システムとともに使用するた
めのロケーションサーバであって、
　プログラムコードを記憶するように適合されたメモリと、
　前記メモリに結合された処理ユニットと、
　を備え、前記処理ユニットは、前記ロケーションサーバに、
　　前記ＬＴＥワイヤレス通信システムに含まれる複数のセルのうちのサービングセルを
介して、前記モバイルデバイスから支援データの要求を受信することと、ここにおいて、
前記複数のセルの各セルは、前記ＬＴＥワイヤレス通信システム内でのモバイルデバイス
の観測到着時間差（ＯＴＤＯＡ）ポジショニングのためにポジション基準信号（ＰＲＳ）
を周期的に送信するように構成され、
　　支援データの前記要求を受信することに応答して、前記モバイルデバイスの推定され
る位置を決定することと、
　　前記モバイルデバイスの前記推定される位置に基づいて、前記ＬＴＥワイヤレス通信
ネットワークにおける前記複数のセルのうち、候補セルの第１のセットを決定することと
、
　　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジション基準信号
の予期される干渉を推定することと、
　前記推定された予期される干渉に基づいて、候補セルの前記第１のセットからセルのサ
ブセットを選択することと、
　セルの前記選択されたサブセットに含まれる各セルについての物理セルＩＤ（ＰＣＩ）
を含む前記支援データを生成することと、
　前記生成された支援データを前記モバイルデバイスに送ることと、
　を行うように指示する前記プログラムコードに含まれる命令をアクセスおよび実行する
、ロケーションサーバ。
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［Ｃ２２］
　前記ロケーションサーバの前記処理ユニットは、
　各それぞれの候補セルの前記推定された干渉に基づいて、各候補セル内の複数のロケー
ションでのリンクマージンを推定することと、
　前記推定されたリンクマージンに応答して、各候補セルについて前記ポジション基準信
号の利用可能性の確率を推定することと、
　各候補セルについて、前記ポジション基準信号の曖昧性の確率を推定することと、
　利用可能性の前記推定された確率および曖昧性の前記推定された確率に基づいて、前記
第１のセットにおける各候補セルをスコアリングすることと、
　最高のスコアを有する、前記第１のセットからのそれら候補セルを、セルの前記サブセ
ットに追加することと、
　を行うようにさらに構成される、Ｃ２１に記載のロケーションサーバ。
［Ｃ２３］
　候補セルの前記第１のセットを決定するための前記命令は、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置と前記複数のセルのうちの少なくともいく
つかに含まれる各基地局との間の距離がしきい値距離内であるか、および前記モバイルデ
バイスの前記推定される位置が前記それぞれの基地局の最大のアンテナ範囲内であるかを
決定することと、そうである場合、
　前記それぞれのセルを候補セルの前記第１のセットに追加することと、
　を行うための命令を含む、Ｃ２１に記載のロケーションサーバ。
［Ｃ２４］
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジション基準信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、前記候補セル内の様々なロケーション
に関連付けられる複数のサービングパワーレベルでのしきい値感度を推定するための命令
を含む、Ｃ２１に記載のロケーションサーバ。
［Ｃ２５］
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジション基準信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、
　前記候補セルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定す
ることと、
　前記サービングセルによって送信される前記ポジション基準信号の送信周波数を決定す
ることと、
　前記しきい値感度を、前記サービングセルの送信周波数と同じである前記送信周波数を
有する前記第１のセットの各候補セルについての前記サービングセルのパワーレベルより
低く設定することと、
　を行うための命令を含む、Ｃ２１に記載のロケーションサーバ。
【手続補正書】
【提出日】平成29年6月28日(2017.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信ネットワークにおける複数のセルのうちの少なくともいくつかによって
周期的に送信されるポジショニング信号でポジショニング測定を行うためにモバイルデバ
イスを支援するためのロケーションサーバによって行われる方法であって、
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置に基づいて、前記ワイヤレス通信ネットワ
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ークにおける前記複数のセルの候補セルの第１のセットを決定することと、
　少なくとも一部、前記複数のセルのうちの１つ以上の他のセルによる信号の送信によっ
て引き起こされる、前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジ
ショニング信号の予期される干渉を推定することと、
　前記推定された予期される干渉に基づいて、候補セルの前記第１のセットからセルのサ
ブセットを選択することと、
　セルの前記選択されたサブセットを識別する支援データを生成することと、
　前記生成された支援データを前記モバイルデバイスに送ることと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定することは、
　前記複数のセルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定
することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を前記サービングセルの中心に設定するこ
とと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を決定することは、
　前記サービングセルに含まれる基地局の最大のアンテナ範囲を、前記基地局の知られて
いる相対的なパワーレベルにしたがってスケーリングすることと、
　前記スケーリングされた最大のアンテナ範囲に基づいて、前記モバイルデバイスの前記
推定される位置を前記サービングセルの中心に設定することと、
　をさらに含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を決定することは、前記複数のセルのうち
の１つ以上に含まれる各基地局の知られている相対的なパワーレベルに基づく、請求項１
に記載の方法。
【請求項５】
　候補セルの前記第１のセットを決定することは、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置と前記複数のセルのうちの１つ以上に含ま
れる各基地局との間の距離がしきい値距離内であるか、および前記モバイルデバイスの前
記推定される位置が前記それぞれの基地局の最大のアンテナ範囲内であるかを決定するこ
とと、そうである場合、
　前記それぞれのセルを候補セルの前記第１のセットに追加することと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定することは、前記候補セル内の様々なロケーションに関連付け
られる２つ以上のサービングパワーレベルでのしきい値感度を推定することを含む、請求
項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定することは、
　前記候補セルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定す
ることと、
　前記サービングセルによって送信される前記ポジショニング信号の送信周波数を決定す
ることと、
　しきい値感度を、前記サービングセルの送信周波数と同じである前記送信周波数を有す
る前記第１のセットの各候補セルについての前記サービングセルのパワーレベルより低く
設定することと、
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　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　候補セルの前記第１のセットからセルの前記サブセットを選択することは、
　少なくとも一部、前記第１のセットの１つ以上の他の候補セルによるポジショニング信
号の送信によって引き起こされる、各それぞれの候補セルの前記推定された干渉に基づい
て、各候補セル内の２つ以上のロケーションでのリンクマージンを推定することと、
　前記推定されたリンクマージンに応答して、各候補セルについて前記ポジショニング信
号の利用可能性の確率を推定することと、
　各候補セルについて、前記ポジショニング信号の曖昧性の確率を推定することと、
　利用可能性の前記推定された確率および曖昧性の前記推定された確率に基づいて、前記
第１のセットにおける各候補セルをスコアリングすることと、
　最高のスコアを有する、前記第１のセットからのそれら候補セルを、セルの前記サブセ
ットに追加することと、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレス通信ネットワークにおける複数のセルのうちの少なくともいくつかによって
周期的に送信されるポジショニング信号でポジショニング測定を行うためにモバイルデバ
イスを支援するために記憶されたプログラムコードを含む非一時的コンピュータ可読媒体
であって、前記プログラムコードは、
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置に基づいて、前記ワイヤレス通信ネットワ
ークにおける前記複数のセルの候補セルの第１のセットを決定することと、
　少なくとも一部、前記複数のセルのうちの１つ以上の他のセルによる信号の送信によっ
て引き起こされる、前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジ
ショニング信号の予期される干渉を推定することと、
　前記推定された予期される干渉に基づいて、候補セルの前記第１のセットからセルのサ
ブセットを選択することと、
　セルの前記選択されたサブセットを識別する支援データを生成することと、
　前記生成された支援データを前記モバイルデバイスに送ることと、
　を行うための命令を備える、媒体。
【請求項１０】
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定するための前記命令は、
　前記複数のセルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定
することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を前記サービングセルの中心に設定するこ
とと、
　前記サービングセルに含まれる基地局の最大のアンテナ範囲を、前記基地局の知られて
いる相対的なパワーレベルにしたがってスケーリングすることと、
　前記スケーリングされた最大のアンテナ範囲に基づいて、前記モバイルデバイスの前記
推定される位置を前記サービングセルの中心に設定することと、
　を行うための命令を含む、請求項９に記載の媒体。
【請求項１１】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、前記候補セル内の様々なロケーション
に関連付けられる２つ以上のサービングパワーレベルでのしきい値感度を推定するための
命令を含む、請求項９に記載の媒体。
【請求項１２】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、
　前記候補セルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定す
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ることと、
　前記サービングセルによって送信される前記ポジショニング信号の送信周波数を決定す
ることと、
　しきい値感度を、前記サービングセルの送信周波数と同じである前記送信周波数を有す
る前記第１のセットの各候補セルについての前記サービングセルのパワーレベルより低く
設定することと、
　を行うための命令を含む、請求項９に記載の媒体。
【請求項１３】
　候補セルの前記第１のセットからセルの前記サブセットを選択するための前記命令は、
　少なくとも一部、前記第１のセットの１つ以上の他の候補セルによるポジショニング信
号の送信によって引き起こされる、各それぞれの候補セルの前記推定された干渉に基づい
て、各候補セル内の２つ以上のロケーションでのリンクマージンを推定することと、
　前記推定されたリンクマージンに応答して、各候補セルについて前記ポジショニング信
号の利用可能性の確率を推定することと、
　各候補セルについて、前記ポジショニング信号の曖昧性の確率を推定することと、
　利用可能性の前記推定された確率および曖昧性の前記推定された確率に基づいて、前記
第１のセットにおける各候補セルをスコアリングすることと、
　最高のスコアを有する、前記第１のセットからのそれら候補セルを、セルの前記サブセ
ットに追加することと、
　を行うための命令を含む、請求項９に記載の媒体。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信ネットワークにおける複数のセルのうちの少なくともいくつかによって
周期的に送信されるポジショニング信号でポジショニング測定を行うためにモバイルデバ
イスを支援するための装置であって、
　プログラムコードを記憶するように適合されたメモリと、
　前記メモリに結合された処理ユニットと、
　を備え、前記処理ユニットは、前記装置に、
　　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定することと、
　　前記モバイルデバイスの前記推定される位置に基づいて、前記ワイヤレス通信ネット
ワークにおける前記複数のセルの候補セルの第１のセットを決定することと、
　　少なくとも一部、前記複数のセルのうちの１つ以上の他のセルによる信号の送信によ
って引き起こされる、前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポ
ジショニング信号の予期される干渉を推定することと、
　　前記推定された予期される干渉に基づいて、候補セルの前記第１のセットからセルの
サブセットを選択することと、
　セルの前記選択されたサブセットを識別する支援データを生成することと、
　前記生成された支援データを前記モバイルデバイスに送ることと、
　を行うように指示する前記プログラムコードに含まれる命令をアクセスおよび実行する
、装置。
【請求項１５】
　前記モバイルデバイスの推定される位置を決定するための前記命令は、
　前記複数のセルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定
することと、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を前記サービングセルの中心に設定するこ
とと、
　前記サービングセルに含まれる基地局の最大のアンテナ範囲を、前記基地局の知られて
いる相対的なパワーレベルにしたがってスケーリングすることと、
　前記スケーリングされた最大のアンテナ範囲に基づいて、前記モバイルデバイスの前記
推定される位置を前記サービングセルの中心に設定することと、
　を行うための命令を含む、請求項１４に記載の装置。
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【請求項１６】
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置を決定することは、前記複数のセルのうち
の１つ以上に含まれる各基地局の相対的なパワーレベルに基づく、請求項１４に記載の装
置。
【請求項１７】
　候補セルの前記第１のセットを決定するための前記命令は、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置と前記複数のセルのうちの１つ以上に含ま
れる各基地局との間の距離がしきい値距離内であるか、および前記モバイルデバイスの前
記推定される位置が前記それぞれの基地局の最大のアンテナ範囲内であるかを決定するこ
とと、そうである場合、
　前記それぞれのセルを候補セルの前記第１のセットに追加することと、
　を行うための命令を含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項１８】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、前記候補セル内の様々なロケーション
に関連付けられる２つ以上のサービングパワーレベルでのしきい値感度を推定するための
命令を含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項１９】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジショニング信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、
　前記候補セルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定す
ることと、
　前記サービングセルによって送信される前記ポジショニング信号の送信周波数を決定す
ることと、
　しきい値感度を、前記サービングセルの送信周波数と同じである前記送信周波数を有す
る前記第１のセットの各候補セルについての前記サービングセルのパワーレベルより低く
設定することと、
　を行うための命令を含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項２０】
　候補セルの前記第１のセットからセルの前記サブセットを選択するための前記命令は、
　少なくとも一部、前記第１のセットの１つ以上の他の候補セルによるポジショニング信
号の送信によって引き起こされる、各それぞれの候補セルの前記推定された干渉に基づい
て、各候補セル内の２つ以上のロケーションでのリンクマージンを推定することと、
　前記推定されたリンクマージンに応答して、各候補セルについて前記ポジショニング信
号の利用可能性の確率を推定することと、
　各候補セルについて、前記ポジショニング信号の曖昧性の確率を推定することと、
　利用可能性の前記推定された確率および曖昧性の前記推定された確率に基づいて、前記
第１のセットにおける各候補セルをスコアリングすることと、
　最高のスコアを有する、前記第１のセットからのそれら候補セルを、セルの前記サブセ
ットに追加することと、
　を行うための命令を含む、請求項１４に記載の装置。
【請求項２１】
　ロングタームエボリューションワイヤレス通信システムとともに使用するためのロケー
ションサーバであって、
　プログラムコードを記憶するように適合されたメモリと、
　前記メモリに結合された処理ユニットと、
　を備え、前記処理ユニットは、前記ロケーションサーバに、
　　前記ロングタームエボリューションワイヤレス通信システムに含まれる複数のセルの
うちのサービングセルを介して、前記モバイルデバイスから支援データの要求を受信する
ことと、ここにおいて、前記複数のセルの各セルは、前記ロングタームエボリューション
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ワイヤレス通信システム内でのモバイルデバイスの観測到着時間差ポジショニングのため
にポジション基準信号を周期的に送信するように構成され、
　　支援データの前記要求を受信することに応答して、前記モバイルデバイスの推定され
る位置を決定することと、
　　前記モバイルデバイスの前記推定される位置に基づいて、前記ロングタームエボリュ
ーションワイヤレス通信ネットワークにおける前記複数のセルのうち、候補セルの第１の
セットを決定することと、
　　少なくとも一部、前記複数のセルのうちの１つ以上の他のセルによる信号の送信によ
って引き起こされる、前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポ
ジション基準信号の予期される干渉を推定することと、
　前記推定された予期される干渉に基づいて、候補セルの前記第１のセットからセルのサ
ブセットを選択することと、
　セルの前記選択されたサブセットに含まれる各セルについての物理セルＩＤを含む前記
支援データを生成することと、
　前記生成された支援データを前記モバイルデバイスに送ることと、
　を行うように指示する前記プログラムコードに含まれる命令をアクセスおよび実行する
、ロケーションサーバ。
【請求項２２】
　前記ロケーションサーバの前記処理ユニットは、
　少なくとも一部、前記第１のセットの１つ以上の他の候補セルによるポジショニング信
号の送信によって引き起こされる、各それぞれの候補セルの前記推定された干渉に基づい
て、各候補セル内の２つ以上のロケーションでのリンクマージンを推定することと、
　前記推定されたリンクマージンに応答して、各候補セルについて前記ポジション基準信
号の利用可能性の確率を推定することと、
　各候補セルについて、前記ポジション基準信号の曖昧性の確率を推定することと、
　利用可能性の前記推定された確率および曖昧性の前記推定された確率に基づいて、前記
第１のセットにおける各候補セルをスコアリングすることと、
　最高のスコアを有する、前記第１のセットからのそれら候補セルを、セルの前記サブセ
ットに追加することと、
　を行うようにさらに構成される、請求項２１に記載のロケーションサーバ。
【請求項２３】
　候補セルの前記第１のセットを決定するための前記命令は、
　前記モバイルデバイスの前記推定される位置と前記複数のセルのうちの１つ以上に含ま
れる各基地局との間の距離がしきい値距離内であるか、および前記モバイルデバイスの前
記推定される位置が前記それぞれの基地局の最大のアンテナ範囲内であるかを決定するこ
とと、そうである場合、
　前記それぞれのセルを候補セルの前記第１のセットに追加することと、
　を行うための命令を含む、請求項２１に記載のロケーションサーバ。
【請求項２４】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジション基準信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、前記候補セル内の様々なロケーション
に関連付けられる２つ以上のサービングパワーレベルでのしきい値感度を推定するための
命令を含む、請求項２１に記載のロケーションサーバ。
【請求項２５】
　前記第１のセットの各候補セルによって送信される各それぞれのポジション基準信号の
前記予期される干渉を推定するための前記命令は、
　前記候補セルのうちのどれが前記モバイルデバイスのサービングセルであるかを決定す
ることと、
　前記サービングセルによって送信される前記ポジション基準信号の送信周波数を決定す
ることと、
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　しきい値感度を、前記サービングセルの送信周波数と同じである前記送信周波数を有す
る前記第１のセットの各候補セルについての前記サービングセルのパワーレベルより低く
設定することと、
　を行うための命令を含む、請求項２１に記載のロケーションサーバ。
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